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「命洸（めいこう）」とは、命が水のよう
に沸き立ちきらめくさま。大学祭の名称として学
生が命名しました。

meikou

contents
●巻頭特集／ 02
　ワクワク！ドキドキ！
　理系人材育成という地域貢献
●クラブ・サークルNOW ／ 13
　人工知能ロボット研究会、国際ボランティア部、
　バスケットボール部
●2019年度 命洸祭／ 14
●大学からのお知らせ／ 15
　ゲノム編集研究所を開設

●講義＆実験ピックアップ／ 16
　動物栄養学、工学デザイン概論
●研究室訪問／ 17
　分子腫瘍医学研究室・吉川 清次先生
●研究最前線／ 18
　林　誠先生、河内 浩行先生
　池本 正生先生、水上 民夫先生
●教員リレーエッセー／ 23
　永井 信夫先生

入試情報はLINE@でも
発信しています。

　2020年度第18期生の募集が、スタートしています。本学の
AO入試は、多面的・総合的に評価する入試制度として、試験教
科の学力のみの選考ではなく、小論文（レポート作成）、化学分
野からの実験やレポート作成、個人面接を通じて、生命科学分
野への強い関心と入学後の高い学習意欲・適性を審査していく
ものです。本学での修学意欲を強く持つ生徒たちですので、本
学の学習支援センターによる「入学前教育講座」への参加を必
須としています。継続的な学習を促し例年修学や進路開拓で良
い結果を出しています。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入試で
は、滋賀県内の高等学校に在籍している現役生を対象にした地
域特別枠入試を11月10日（日）、公募制推薦入試A・Bを11月9日

（土）・10日（土）の２日間で連続実施します。また、小論文・面接・
自己アピール内容で選考する自己推薦型入試では、外部取得資
格・英語外部検定試験・生徒会活動・課外活動・文化活動・社会活
動なども点数評価する『多面評価型』と『専門・総合学科枠』を12
月８日（日）に実施します。2019年度の本学学部再編とリブラ
ンディング事業による効果で資料請求者及びオープンキャン
パス参加者数は昨年度を上回ってきています。また、新テスト
を次年度に控えた浪人回避の強い安全志向が働き、8月に実施
したAO入試では対前年比120％増加しています。昨年以上に
受験の早期化傾向が強くでています。
　年明けからの一般入試では、前期・中期全ての方式が特別奨

入試・募集伝言板

学生選抜入試の対象となります。３学科では下記の日程で13
方式の判定を行います。文部科学省が入学定員厳格化を打ち出
したことで大規模総合大学を中心に昨年度から合格者の絞込
みが続いています。翌年に控えた入試制度改革による浪人回避
で受験生の安全志向が強く働き、成績上位者層の流入が顕著な
大学では今年度も難化が続きそうです。入学手続率の状況では
３月入試で倍率が跳ね上がる可能性もあります。一方、昨年度
入試では多くの大学で３月に追加合格が出され、最後まで気を
抜かずに頑張った受験生には最後の最後で良い結果が出たよ
うです。いずれにしても、定員枠が大きい一般入試前期から併
願大学数を増やし学習計画に基づく受験教科学習とマークセ
ンス方式対策をしっかり行ってください。
　臨床検査学コースは定員規模が小さいため、年内の入学手続
きの状況によって一般入試の倍率が変動する可能性がありま
す。早い時期からの受験を検討ください。昨年度から公募制推
薦入試A・Bを特別奨学生選抜入試としています。
　また、AO入試からインターネット出願を開始し、入学検定
料は自動計算されて、総額から5,000円が割引されます。振込
はクレジットカードやコンビニエンスストアで24時間休日で
も対応可能です。さらに「入学検定料減免制度」を生かして「複
数学科併願制度の無償化」や「２方式判定制度」での学内併願を
行い、失敗しない受験を心がけてください。

バイオサイエンスは学際的な先端学問分野
　本学のバイオサイエンスは、生物だけではない化学、物理、数学など理学分野だけに限らない情報科学、医学、薬学、工学、
農学にまたがる学際的な学問領域を、最先端の知識や研究手法で学びます。特に医療科学分野、人工知能（AI）、ビッグデー
タ、プログラミングなど情報科学分野が学べるのも、他大学にはない大きな特徴です。長浜バイオ大学は、サイエンスイノベー
ションにより大変革する新時代に活躍できる人材を育成します。

バレーボール部

【2020年度 入学試験日程】

入試方式
NEW模擬授業参加型①②

特別奨学生
選抜入試

臨床検査学コース
入試方式 試験日 試験会場 合格

発表日募集する
入試方式

3学科
併願

公募制推薦A 臨床検査学
コースのみ対象

○ 可 11/9 本学・京都
大阪・名古屋 11/20

公募制推薦 B ○ 可 11/10
地域特別枠【専願制】 ○ ○ × 11/10 本学 11/20
公募制推薦 (自己推薦型 ) C
多面評価型 × × ×

12/8 本学・京都 12/13公募制推薦 (自己推薦型 ) C
専門総合学科枠 × × ×

前期A ○ ○ 可
1/28

本学・京都・大阪
名古屋・三重

岡山（A）・広島（B）
浜松（A）・東京

2/9
前期 Aプラスセンター 1
 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

前期 B ○ ○ 可
2/2前期 Bプラスセンター 1

 ( センター試験併用型 ) ○ × ×

中期 ○ ○ 可
2/20 本学・京都

大阪・名古屋 2/28中期プラスセンター 2
（センター試験併用型） ○ × ×

後期 × ○ 可 3/11 本学・京都
大阪・名古屋 3/16

センター利用前期Ａ ○ ○ 可 1/18・19
本学独自の試験

なし
各地区指定の
試験会場

2/9
センター利用前期Ｂ ○ ○ 可
センター利用中期 ○ ○ 可 2/28
　※詳しくは、2020年度一般入試入学試験要項及びＡＯ入試入学試験要項で必ずご確認ください。
　※留学生特別入試もインターネット出願を導入しています。ただし入学検定料の割引はありません。
　※臨床検査学コースでは社会人特別入学試験を実施します。社会人特別入学試験要項で確認ください。



　
　

　

そ
も
そ
も
の
成
り
立
ち
と
し
て
「
長
浜

学
び
の
実
験
室
」
は
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学

が
滋
賀
県
で
初
と
な
る
臨
床
検
査
技
師
養

成
コ
ー
ス
の
開
設
に
あ
た
り
、
実
習
室
と

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え

た
命
翔
館
を
新
設
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。

　

本
学
で
は
教
育
活
動
を
通
じ
た
地
域
貢

献
と
し
て
、
命
翔
館
1
階
に
長
浜
市
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
科
学
体
験
を
実
施
す

る「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」を
開
設
。
本
学・

長
浜
市
・
長
浜
市
教
育
委
員
会
の
３
者
で

運
営
委
員
会
を
組
織
し
て
、
地
域
の
も
の

づ
く
り
を
担
う
理
系
人
材
の
育
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　

実
験
室
に
は
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
1 

台
、
双
眼
正
立
顕
微
鏡
と
双
眼
実
体
顕
微

　

近
年
の
調
査
報
告
で
は
、「
理
科
が
身

近
な
生
活
や
将
来
に
役
に
立
つ
と
思
う
か
」

と
い
う
問
い
に
、
諸
外
国
で
は
８
割
以
上

の
子
ど
も
が
「
思
う
」
と
回
答
し
た
の
に

対
し
、
日
本
で
は
６
割
に
も
満
た
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
深
刻
な
理

科
離
れ
が
浮
き
彫
り
に
な
る
中
で
、
実
験

を
指
導
す
る
本
学
の
宇
佐
美
昭
二
先
生
は

“
失
敗
さ
せ
な
い
こ
と
”
を
第
一
に
心
掛
け

て
い
ま
す
。「
本
来
、
実
験
に
失
敗
は
つ
き

も
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
初
め
て

の
実
験
。
し
か
も
大
勢
の
中
で
１
人
だ
け

失
敗
す
る
と
、
自
分
は
理
科
に
向
い
て
い

な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
」
と
話
し
ま

す
。　
　

教
育
に
よ
る
地
域
貢
献
で

参
加
希
望
校
が
毎
年
増
加

失
敗
さ
せ
な
い
実
験
で

子
ど
も
の
自
信
に
繋
げ
る

巻頭特集／理系人材育成という地域貢献

巻頭特集

理系人材育成という地域貢献
全国で唯一の大学内に設けられた、小中学生用の理科実験室「長浜学びの実験室」が、来春で開設５周年を迎え
ます。毎年前進するこの事業は、高大連携事業、研究室での研究活動や学生団体の自主活動を通じ、子どもた
ちに科学の不思議と魅力を体験する取り組みを広げています。

高大連携事業

長浜学びの実験室

長浜バイオ大学サイエンスカフェ

長浜バイオ大学町家プロジェクト

蔡晃植研究室

「長浜学びの実験室」の取り組み

湯田小学校「水溶液の性質」

西中学校「植物と動物の細胞のつくり」

虎姫中学校「遺伝の規則性と遺伝子」

田根小学校「植物と水」

鏡
が
そ
れ
ぞ
れ
41
台
な
ど
、
小
中
学
校
の

理
科
室
に
は
な
い
充
実
し
た
機
材
を
備
え
、

定
員
は
１
ク
ラ
ス
の
授
業
を
想
定
し
た
40

人
。
い
わ
ゆ
る
“
お
も
し
ろ
科
学
実
験
”

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
小
中
学
校
の
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
き
、
理
科
離
れ
が
叫
ば

れ
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心

を
引
き
出
す
よ
う
な
実
験
講
座
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
元
教
員
で
「
長
浜
学
び
の
実

験
室
」の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
勝

木
俊
次
さ
ん
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
度

に
１
校
１
講
座
、２
０
１
５
年
度
の
３
校
４

講
座
の
プ
レ
事
業
を
経
て
、
２
０
１
６
年

度
よ
り
希
望
校
を
募
っ
て
本
格
実
施
。
初

年
度
に
は
７
校
15
講
座
で
約
3
8
0
人
、

２
０
１
７
年
度
に
は
20
校
49
講
座
で
約

１
２
０
０
人
、２
０
１
８
年
度
に
は
29
校
72

講
座
で
約
１
９
０
０
人
、そ
し
て
２
０
１
９

年
度
の
予
定
で
は
33
校
85
講
座
で
約

２
３
０
０
人
と
右
肩
上
が
り
に
参
加
校
が

増
え
続
け
、
今
年
度
に
は
長
浜
市
内
の
す

べ
て
の
小
学
校
の
受
講
を
達
成
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
小
学
校
の
理
科
の
教
科
書
に

出
て
く
る
「
メ
ダ
カ
の
誕
生
の
観
察
」
は
、

一
定
の
飼
育
期
間
を
要
し
、
ふ
化
の
瞬
間

を
見
逃
し
や
す
い
た
め
、「
卵
が
生
き
て
い

る
実
感
を
子
ど
も
た
ち
が
得
ら
れ
な
い
」

と
い
う
不
満
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
宇
佐
美
先
生
の
発
案
で
、
塩
水
に
浸
け

る
と
約
24
時
間
で
ふ
化
す
る
動
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
を
代

用
。
卵
が
割
れ
て
頭
を
出
し
、
泳
ぎ
出
す

瞬
間
ま
で
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
植
物
が
水
を
吸
い
上
げ
る
様
子

を
実
体
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
実
験
で
は
、

「
水
が
動
い
て
い
る
」「
す
ご
く
速
い
」
と

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
実
験
室
内

に
響
き
ま
す
。
そ
の
姿
を
見
て
い
た
小
中

学
校
の
教
員
か
ら
も
、「
本
物
に
触
れ
る
こ

と
の
価
値
は
大
き
い
」「
自
ら
も
子
ど
も
た

ち
に
感
動
を
与
え
る
授
業
が
し
た
い
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
、「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」

を
通
じ
て
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

わくわく！どきどき！

学年 単元等名 講座内容
小学 4 年生 秋の生き物 紅葉、黄葉の観察

小学 5 年生

植物の発芽と成長 発芽前後の種子に含まれるデンプンの検出（ヨウ素デンプン反応）と比較観察

メダカのたんじょう 様々な生物の誕生の観察／ブラインシュリンプの孵化の様子や幼生の観察、キイロショウジョウバエの完
全変態各期の観察、メダカの卵の各成長ステージの観察

ものの溶け方 溶けると混ざるの比較、チンダル現象の観察、再結晶の観察

小学 6 年生

植物と水 植物（オリヅルラン，豆苗）の吸水実験ならびに観察、植物（ツユクサ）の葉の気孔の観察

水よう液の性質 身の回りの様々な素材を使った指示薬づくり、様々な指示薬や試験紙による水溶液の仲間分け、pHメーターに
よる「酸性・アルカリ性」の強さ比べ、酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液との性質（はたらき）の違い調べ

自由研究「土の中の生き物等を
調べよう」

土の中のものの分類（動植物，鉱物，人工物，その他）、分類したものの観察および土を採集した場所の違
いによる比較

中学 1 年生
水の中の小さな生物 琵琶湖のプランクトンの採集、採集したプランクトンの観察および採集した場所の違いによる比較
いろいろな物質とその性質 身近な物質（4 種類）の正体を調べる実験（色，手触り，水に溶かす，加熱，炎色反応等）

中学 2 年生
植物と動物の細胞のつくり 口腔上皮細胞と赤タマネギの細胞の観察および比較、赤タマネギの細胞の原形質分離の観察
動物の生活と生物の進化「動物
のなかま」 軟体動物，甲殻類，魚類，両生類の解剖と体のつくりの比較観察

中学 3 年生
生物の成長とふえ方 タマネギ根の細胞分裂の観察および根端部分と根元部分の比較観察、アカムシの唾液腺染色体の観察
遺伝の規則性と遺伝子 ブロッコリーおよびサケのシラコの DNA の抽出と観察、抽出した DNA の蛍光実験

勝木 俊次さん

宇佐美 昭二先生

長浜に、バイオ大学があってよかった！

＜これまでに実施した講座の内容＞

meikou 2019 September vol.413 2



尾上菜の種子採取アジサイの工作と花の色の秘密を紹介 スライム作りの体験指導

びわ湖の外来生物を紹介

わーくワーク北小タウン

竜王町での“ものづくりフェスタ”

オオサンショウウオの学習会

尾上菜現地調査まとめの発表

大谷川の生き物調査

　

科
学
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
複
数
の
学

生
団
体
が
協
働
し
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

に
科
学
の
不
思
議
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
イ

ベ
ン
ト
が
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
で
す
。

　

６
月
に
本
学
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

　

文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
植
物
工
場
シ
ス
テ
ム
と
先
端
バ
イ

オ
技
術
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
つ
と
し
て
、
地
域

の
伝
承
野
菜
で
あ
る
「
尾
上
菜
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
標
に
、
長
浜
市
と
滋
賀
県
立

長
浜
農
業
高
校
、
滋
賀
県
調
理
短
期
大
学

校
、
一
般
社
団
法
人
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
研
究
会
と
の
協
同
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
長
浜
農
業
高
校
と
は
尾
上
菜
の

栽
培
法
の
確
立
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度

は
高
大
連
携
事
業
と
し
て
、
蔡
晃
植
先
生

の
研
究
室
が
尾
上
菜
の
自
家
不
和
合
性
に

つ
い
て
の
講
義
と
人
工
授
粉
の
実
習
を
指

導
し
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
湖
北
地
域
に
は
滋
賀
県
下

で
有
数
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息

地
で
あ
る
大
谷
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の

流
域
の
長
浜
市
立
高
時
小
学
校
の
４
年
生

は
、
毎
年
、
地
域
の
希
少
生
物
で
あ
る
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
調
査
や
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
世
代
の
保
護
活
動
に
も
繋
が
る
小
学

生
の
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
昨
年
10
月
に
長
浜
市
で
開
催
さ
れ
た

「
日
本
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
会
・
長
浜

市
大
会
」
で
は
児
童
た
ち
が
登
壇
し
、
活

動
報
告
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
の
調
査
を
行

う
本
学
の
齊
藤
修
先
生
の
研
究
室
は
、
発

表
に
際
し
て
専
門
的
な
知
識
を
補
足
す
る

た
め
の
講
義
を
2
回
に
分
け
て
実
施
。
保

護
活
動
を
考
え
る
上
で
知
っ
て
お
く
べ
き

　

長
浜
市
中
心
部
の
古
民
家
を
借
り
受
け

た
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、
学
生
が

思
い
思
い
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
地
域

と
交
流
を
深
め
る
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
が

町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
市
内
の
竹
林
で
切

り
出
し
た
大
き
な
竹
に
願
い
事
の
短
冊
を

飾
り
つ
け
る
七
夕
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域
の

お
祭
り
・
手
作
り
市
へ
の
出
店
な
ど
、
多

彩
な
活
動
を
通
じ
て
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

し
た
第
11
回
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
に
は
、

こ
れ
ま
で
で
最
多
と
な
る
８
団
体
が
参
加
。

中
で
も
C
E
L
L
部
と
大
学
院
生
に
よ
る

「
自
分
の
細
胞
を
見
て
み
よ
う
」
で
は
、
小

学
生
が
自
分
で
頬
の
粘
膜
か
ら
細
胞
を
採

取
し
、
酢
酸
カ
ー
ミ
ン
溶
液
で
細
胞
核
を

染
色
し
て
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
い
う
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
実
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
工
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
に

よ
る
「
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぼ

う
」
に
も
人
だ
か
り
が
で
き
、CO

SM
O

と
よ
ば
れ
る
小
さ
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
操
作
す
る
体
験
に
、
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
一
方
、
熱
心
な

フ
ァ
ン
の
学
生
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
ポ

ケ
モ
ン
サ
ー
ク
ル
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
ポ
ケ

モ
ン
バ
ト
ル
」
を
実
施
。
炎
・
水
・
電
気
・

草
・
毒
な
ど
モ
ン
ス
タ
ー
の
属
性
を
科
学

の
目
で
解
説
し
、
対
戦
ゲ
ー
ム
形
式
で
楽

し
く
理
科
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

　

他
に
も
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

I
V
U
S
A
に
よ
る
琵
琶
湖
の
外
来
生
物

　

具
体
的
に
は
、
花
粉
を
同
じ
個
体
の
め

し
べ
に
つ
け
る
「
自
家
受
粉
」、
花
粉
を
異

な
る
個
体
の
め
し
べ
に
つ
け
る
「
他
家
受

粉
」、
開
花
前
の
つ
ぼ
み
の
め
し
べ
に
自
家

受
粉
さ
せ
る
「
つ
ぼ
み
受
粉
」
を
高
校
生

が
体
験
。
１
ヵ
月
後
に
人
工
授
粉
を
行
っ

た
尾
上
菜
の
種
子
を
鞘
か
ら
取
り
出
し
、

他
家
受
粉
で
最
も
多
く
種
子
が
実
り
、
つ

ぼ
み
受
粉
で
も
種
子
を
得
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

遺
伝
的
多
様
性
を
保
つ
た
め
に
植
物
が

自
家
受
粉
し
な
い
現
象
を
自
家
不
和
合

性
と
よ
び
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
領

域
に
踏
み
込
ん
だ
実
習
は
高
校
生
た
ち
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
実
習

を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
、「
大
学
で
行
う
よ

う
な
研
究
に
少
し
で
も
触
れ
ら
れ
て
楽
し

か
っ
た
」「
人
工
授
粉
が
予
想
通
り
の
結
果

に
な
っ
て
う
れ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
高
大
連
携
を
続

け
な
が
ら
、
さ
ら
に
精
度
の
高
い
栽
培
技

術
を
確
立
し
て
い
く
予
定
で
す
。

現
状
と
し
て
、
堰
堤
や
ダ
ム
な
ど
障
害
物

で
遡
上
が
阻
ま
れ
繁
殖
で
き
な
い
個
体
が

い
る
こ
と
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
中
国

種
と
交
雑
し
在
来
種
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
際
の
調
査
で
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
に
I
C
チ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
で
時

系
列
で
行
動
範
囲
や
成
長
を
追
う
な
ど
、

個
体
ご
と
に
把
握
す
る
意
味
や
必
要
性

を
紹
介
。
さ
ら
に
は
本
学
で
発
表
の
予
行

演
習
を
行
う
な
ど
、
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

に
よ
り
大
会
当
日
は
初
日
の
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
報
告

を
行
い
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
本
学
と
高
時
小
学
校
で
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
関
す
る
「
教
育
支
援
協

定
」
を
結
び
、
大
学
か
ら
毎
年
継
続
的
に

新
し
い
４
年
生
を
対
象
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

大
谷
川
の
生
き
物
調
査
な
ど
に
大
学
生
と

小
学
生
が
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

が
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
科
学
実

験
教
室
で
す
。
昨
年
度
は
湯
田
小
学
校

で
入
浴
剤
作
り
の
実
験
を
指
導
、
そ
こ
か

ら
発
生
す
る
気
体
が
空
気
よ
り
重
い
二
酸

化
炭
素
で
あ
る
こ
と
を
解
説
。
ま
た
、
長

浜
北
小
学
校
で
は
毛
糸
や
テ
グ
ス
を
使
っ

て
長
い
糸
電
話
を
作
り
、
振
動
に
よ
っ
て

音
が
発
生
す
る
現
象
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
ま
し
た
。
糸
の
素
材
で
聞
こ
え
方
に
違

い
が
生
じ
る
な
ど
き
ち
ん
と
原
理
を
解
説

し
、
視
覚
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
後
日
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
理
科
が

楽
し
く
な
っ
た
」「
将
来
は
長
浜
バ
イ
オ
大

学
に
行
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
書
き
込

ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

巻頭特集／理系人材育成という地域貢献

研究活動を通じての取り組み学生の自主活動による取り組み

伝
承
野
菜
・
尾
上
菜
の
学
習
と
栽
培
方
法
の
開
発

蔡
晃
植
研
究
室
×
長
浜
農
業
高
校

科
学
の
不
思
議
を
親
子
で
体
験
す
る
広
場

長
浜
バ
イ
オ
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
活
動
を
通
じ
た
学
習

齊
藤
修
研
究
室
×
高
時
小
学
校

の
紹
介
、
動
物
研
究
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ホ

ン
モ
ロ
コ
の
展
示
と
説
明
、
C
E
L
L
部

に
よ
る
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
紅
茶
・
園
芸
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
ド
リ
ン
ク
の
販
売
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
前
回
開
催
時
の

３
０
０
人
余
り
を
大
き
く
上
回
る
４
１
４

人
の
来
場
者
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

中
に
は
、「
楽
し
か
っ
た
!
」
と
何
度
も

同
じ
コ
ー
ナ
ー
に
並
び
直
す
小
学
生
も
続

出
し
、
理
科
離
れ
と
は
無
縁
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き
が
印
象
的
で
し
た
。

小
中
学
生
の
科
学
者
体
験
を
サ
ポ
ー
ト

長
浜
バ
イ
オ
大
学
町
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

古川 岳人先生

水戸 直先生

野中 梨聖さん
（バイオサイエンス学科２年次生）

馬場 啓帆さん
（コンピュータバイオサイエンス学科３年次生）
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高
校
の
夏
期
休
暇
を
活
用
し
て
、
１
年

生
と
２
年
生
全
員
を
対
象
に
し
た
自
主
学

習
会
を
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
長
浜
北
高

校
と
の
高
大
連
携
講
座
と
し
て
、
本
学
で

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
度
に

長
浜
高
校
と
統
合
し
て
新
校
・
長
浜
北
高

校
へ
と
再
編
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
長
浜

北
高
校
が
新
し
く
開
始
し
た
学
習
活
動

「
Ｎ
─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
本
学
と
の
高

大
連
携
事
業
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
Ｎ
─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
つ
と
し
て
、
２

年
生
の
生
物
を
選
択
し
た
生
徒
を
対
象

に
、
毎
年
本
学
で
行
っ
て
い
る
「
長
浜
バ

イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」
が
そ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
大
学
で
の
先
進
的
な
研

究
に
触
れ
る
講
義
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
大
学
で
の
学
問
に
関
心
を
持
つ
こ
と

と
、
自
ら
の
進
路
実
現
に
向
け
た
意
欲

　

虎
姫
高
校
と
の
高
大
連
携
事
業
は
、

２
０
０
９
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
理
系
選
択
の
生
徒
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年
度
に
虎
姫
高
校

が
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
学
と

の
高
大
連
携
協
定
を
締
結
し
、
１
年
生
全

員
を
対
象
に
し
た
「
バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
」へ

と
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
で
は
、
生

徒
が
講
義
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
講
座
と
実
験
実
習
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
で
、「
科
学
に
問
う
こ
と
は
で
き
る
が
、

科
学
に
よ
っ
て
の
み
で
は
答
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
問
題
」
と
い
う
ト
ラ
ン
ス
サ
イ

エ
ン
ス
に
触
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

科
学
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

米
原
高
校
と
は
、
理
数
科
の
１
年
生

　

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す

る
科
学
実
験
教
室
で
、
理
科
を
学
ぶ
楽
し

さ
を
伝
え
る
の
が
C
E
L
L
部
の
サ
ー
ク

ル
活
動
で
す
。
現
在
で
は
、
西
武
大
津
店

の
育
（
は
ぐ
）
マ
マ
セ
ン
タ
ー
で
月
１
回
、

長
浜
市
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
２
ヵ

月
に
１
回
、
彦
根
市
教
育
委
員
会
か
ら
の

依
頼
で
年
１
回
と
、
す
で
に
何
回
も
の
定

例
教
室
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

未
就
学
児
童
や
小
学
校
低
学
年
に
は
、

洗
濯
の
り
と
ホ
ウ
砂
を
使
っ
て
ね
ば
ね
ば

伸
び
る
ス
ラ
イ
ム
作
り
を
。
小
学
校
高
学

年
に
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
バ
ナ
ナ
を
す
り

潰
し
、コ
ー
ヒ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
し
て

D
N
A
を
抽
出
す
る
実
験
な
ど
、
対
象
年

　

地
域
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と

を
バ
イ
オ
の
知
識
と
技
術
で
解
決
し
よ
う

と
、
小
倉
淳
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
大
学
院

生
た
ち
が
分
野
を
超
え
て
構
築
し
た
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
が
、
未
来
生
物
学
研
究
所
で
す
。

　

最
近
で
は
滋
賀
県
立
河
瀬
高
校
の
科
学

部
か
ら
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
る
ハ

リ
ヨ
の
保
全
活
動
に
協
力
し
て
ほ
し
い
と

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
リ
ヨ
は
現
在
、

滋
賀
県
由
来
の
近
江
ハ
リ
ヨ
と
岐
阜
県
由

来
の
美
濃
ハ
リ
ヨ
の
２
個
体
群
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
河
瀬
高
校
の
生
徒
た

ち
が
発
見
し
た
生
息
地
で
は
保
全
活
動
が

　

琵
琶
湖
の
固
有
種
・
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
中

心
に
水
生
生
物
を
飼
育
し
た
り
、
大
学
周

辺
の
水
路
で
定
期
的
に
生
き
も
の
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
度
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
塩
生
真
史
准

教
授
の
「
遺
伝
子
の
『
無
駄
』
な
部
分
は
何

で
あ
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
生
命
情
報

科
学
分
野
と
、
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
の
亀
村
和
生
准
教
授
の
「
あ

な
た
の
性
格
は
血
液
型
で
決
ま
っ
て
い
る

の
？
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
細
胞
科
学
分
野

の
２
講
座
を
９
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
生
物
を
選
択

し
て
い
る
生
徒
だ
け
で
な
く
、
理
系
選
択

の
２
年
生
全
員
が
２
つ
の
模
擬
講
義
を
受

講
す
る
こ
と
と
な
り
、
９
月
17
日
に
ア
ニ

マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
小
倉
淳

教
授
が
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
明
ら
か
に
す
る

生
物
の
進
化
」、
同
学
科
の
中
村
肇
伸
教

授
が
「
再
生
医
療
研
究
の
最
前
線
～
医
療

の
未
来
を
切
り
開
く
研
究
～
」
を
テ
ー
マ

に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
は
２
年
生
全
員
を
対
象
に
、
高
校
で

は
実
施
が
難
し
い
遺
伝
子
工
学
の
実
験
講

座
を
２
０
０
３
年
度
の
本
学
開
学
時
か
ら

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
度
か

ら
は
地
学
部
の
研
究
活
動
支
援
も
行
っ
て

お
り
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
野
村
慎
太
郎
教
授
と
田
邉
瑠
里
子

助
手
が
協
力
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

２
０
１
９
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
で
は
、
自
然
科
学
部
門
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
で
、
文
化
庁
長
官
賞
を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
学
部
顧
問
の
先
生

か
ら
は
、「
地
学
部
の
生
徒
が
、
こ
の
１
年

間
ず
っ
と
野
村
研
究
室
の
顕
微
鏡
な
ど
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
数
千
枚
以
上
の
珪

藻
化
石
の
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
撮
影
の
際
に
は
、
先
生
方

に
毎
回
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
感
想

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巻頭特集／理系人材育成という地域貢献

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
科
学
実
験

C
E
L
L
部

次
世
代
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
で
高
校
生
を
支
援

未
来
生
物
学
研
究
所

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

動
物
研
究
サ
ー
ク
ル

理
科
授
業
で
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義

長
浜
北
高
校

バ
イ
オ
の
実
験
と
生
命
情
報
科
学
実
習

米
原
高
校
＆
虎
姫
高
校

齢
に
合
わ
せ
て
内
容
を
ひ
と
工
夫
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、犯
罪
捜
査
に
使
わ
れ
る

ル
ミ
ノ
ー
ル
反
応
に
よ
る
血
痕
検
出
実
験

が
子
ど
も
た
ち
に
評
判
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

一
緒
に
実
験
に
参
加
し
た
保
護
者
か
ら

も
、「
子
ど
も
の
自
由
研
究
に
取
り
入
れ
た

い
」「
最
初
は
無
理
や
り
連
れ
て
来
て
い
た

が
、
自
分
か
ら
行
き
た
が
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
、
今
や
い
ろ
い

ろ
な
方
面
か
ら
依
頼
が
殺
到
す
る
人
気
ぶ

り
で
す
。

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
放
流
や
移

植
の
記
録
が
一
切
な
く
、
遺
伝
的
交
雑
が

ほ
ぼ
な
い
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
新
し
い

個
体
群
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
保
全
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
、

高
大
連
携
で
個
体
群
の
遺
伝
子
配
列
を
決

定
し
、
系
統
解
析
に
よ
る
個
体
群
の
独
自

性
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
初
期

段
階
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
生
徒
た
ち
と
一

緒
に
行
い
、
貴
重
な
生
体
か
ら
D
N
A
を

抽
出
す
る
な
ど
の
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

高
校
生
に
も
体
験
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

動
物
に
ま
つ
わ
る
知
識
を
掘
り
下
げ
て
い

る
の
が
動
物
研
究
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

昨
年
度
は
湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー
が
企
画

す
る
「
奥
の
洲
観
察
会
」
に
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
。琵
琶
湖
に
浮
か
ぶ“
奥
の
洲
”

と
よ
ば
れ
る
小
さ
な
孤
島
に
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
渡
り
、地
引
網
や
タ
モ
網
を
使
っ

て
水
草
の
中
に
棲
息
す
る
生
き
も
の
調
査

を
援
助
し
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県
と
福

井
県
の
県
境
に
あ
っ
て
、
淀
川
の
源
流
と

い
わ
れ
る
高
時
川
で
も
地
元
の
小
学
生
と

一
緒
に
生
き
も
の
調
査
を
行
い
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
湖
北
の
貴
重
な
自
然
に
触

れ
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
学
の
学
生
団
体
が
共
催
す
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」
で
は
、
現
在
飼
育

に
力
を
入
れ
る
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
展
示
。「
名

前
は
知
っ
て
い
る
け
ど
初
め
て
見
た
」
と

い
う
子
ど
も
た
ち
が
意
外
に
多
く
、
熱
心

に
観
察
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

夏休み親子科学教室での指導

びわ湖に棲むホンモロコの紹介

塩生先生による生命情報科学講座

生命情報科学の実習

亀村先生による細胞科学講座

野村先生による珪藻化石の観察 河瀬高校科学部の実験を指導

高大連携事業の取り組み

河田 吉弘さん
（バイオサイエンス学科２年次生）

前島 弘貴さん
（アニマルバイオ

サイエンス学科２年次生）

原口 大生さん（博士課程後期課程１年）

右）嶺井 隆平さん（同課程２年）

meikou 2019 September vol.417 6



Campus News
地域連携プラットホームの始動や自治体との就職支援協定締結、教育内容と研究活動での外部からの評価、
学生の課外活動や自主活動の前進など、実りの多い前期となりました。

山
本
先
生
と
高
宮
先
生
に

名
誉
教
授
号
を
授
与

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

保
護
啓
発
看
板
設
置

　

６
月
２
日
、
２
０
１
９
年
度
の
保
護
者
懇
談

会
を
本
学
で
開
催
、
２
２
０
人
を
超
え
る
保
護

者
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
体
説
明
会
で
蔡
晃
植
学
長
は
、「
長
浜
バ

イ
オ
大
学
が
目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
、
変
革

す
る
サ
イ
エ
ン
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
時
代
の
社

会
に
対
応
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め

に
、
今
年
度
か
ら
学
部
再
編
し
た
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事

例
を
紹
介
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
・
研
究
の
実
績

を
基
盤
に
し
た
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
約
束
を

紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
河
合
靖
学
部
長
が

J
A
B
E
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
齊
藤
修
研
究
科

長
が
長
浜
バ
イ
オ
大
学
大
学
院
、
就
職
活
動
の

現
状
と
支
援
に
つ
い
て
伊
藤
正
恵
学
生
教
育
推

進
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
担
当
副
機
構
長
が
紹
介
し

ま
し
た
。

　

４
年
次
生
の
大
浦
紘
嗣
さ
ん
が
敗
血
症
や
多

臓
器
不
全
の
治
療
薬
開
発
、
池
田
直
樹
さ
ん
が

尾
上
菜
と
伊
吹

大
根
の
自
家
不

和
合
性
と
全
ゲ

ノ
ム
の
解
析
、

そ
し
て
山
本
永

花
さ
ん
が
メ
ダ

カ
を
モ
デ
ル
に

し
た
食
性
調
査

と
性
決
定
機
構

の
解
明
に
つ
い

て
の
研
究
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
一
般
財
団
法
人
日

本
語
教
育
振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
日
本
留
学

A
W

A
RD

S 

２
０
１
９
」
の
受
賞
校
に
選
出
さ

れ
、
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
蔡
晃

植
学
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
全
国
の
日
本
語
学
校
の
教
職
員

か
ら
留
学
生
に
勧
め
た
い
進
学
先
を
調
査
し
、

５
部
門
ご
と
に
東
西
２
地
区
の
受
賞
校
を
選
出

す
る
も
の
で
、
今
年
度
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。

本
学
は「
私
立
大
学
理
工
系
部
門（
西
地
区
）」で
、

大
阪
工
業
大
学
、
大
阪
産
業
大
学
、
近
畿
大
学
、

立
命
館
大
学
と
と
も
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
推
薦
理
由
で
は
、
圧
倒
的
に
教
育
内

容
で
の
評
価
が
高
く
、「
専
門
性
が
非
常
に
高

い
」「
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
教
育
内
容
は
非

常
に
光
る
も
の
が
あ
る
」「
設
備
が
充
実
し
て

い
て
研
究
に
集
中
し
や
す
い
環
境
が
魅
力
」
な

ど
の
推
薦
理
由
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
私
立
大
学
理
工
系
部
門
（
東
地
区
）」

の
受
賞
校
は
、
芝
浦
工
業
大
学
、
東
海
大
学
、

東
京
電
機
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
早
稲
田
大

学
の
５
大
学
で
し
た
。

　

長
浜
市
が
実
施
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
集
ま
っ
た
資
金
で
作
成
し
た
、
特
別
天
然

記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
保
護
啓
発
看
板

の
除
幕
式
が
、
６
月
26
日
、
長
浜
市
高
月
町
古

橋
地
区
の
大
谷
川
畔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
除
幕

式
で
は
地
元
の
高
時
小
学
校
の
児
童
９
人
と
各

団
体
の
代
表
が
看
板
の
除
幕
を
行
い
、
本
学
を

代
表
し
て
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
４

年
次
生
の
尾
澤
亮
太
さ
ん
が
幕
を
引
き
ま
し
た
。

　

こ
の
啓
発
看
板
に
掲
示
し
た
内
容
と
こ
れ
ま

で
の
保
護
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
本
学
の
水

戸
直
助
手
は
、
I
C
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
個
体
識

別
や
中
国
種
と
の
交
雑
種
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
た
め
の
遺
伝
子
解
析
の
活
動
を
紹
介
、
そ
の

結
果
、
こ
の
地
域
で
日
本
固
有
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
が
90
個
体
以
上
生
息
し
、
し
か
も
幼
生

も
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
繁
殖
が
う
ま
く

い
っ
て
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年

の
岡
本
悠
吾
さ
ん
、
片
渕
か
り
ん
さ
ん
、
中
川

亮
さ
ん
、
同
１
年
の
城
本
裕
基
さ
ん
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
“
滋
賀
テ
ッ
ク
プ
ラ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ
”の
最
終

選
考
会
が
７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
本
学
ビ
ワ

ト
ロ
マ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
リ
サ
イ
ク
ル

型
ビ
ワ
マ
ス
養
殖
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
」
が
最

優
秀
賞
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
関
西
み
ら
い

銀
行
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
河
内
浩
行
先
生
の

ビ
ワ
マ
ス
の
飼
料
開
発
の
研
究
と
、
向
由
起
夫

先
生
の
酒
粕
を
タ
ン
パ
ク
源
と
し
た
飼
料
開
発

の
提
案
を
基
盤
研
究
に
、
脂
の
乗
り
が
天
然
に

劣
る
こ
と
と
飼
料
代
の
高
騰
で
採
算
が
合
わ
ず

に
養
殖
業
者
が
次
々
に
撤
退
す
る
ビ
ワ
マ
ス
養

殖
の
課
題
解
決
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
河
内
研
究
室
の
船
見
和
生
さ
ん

（
博
士
課
程
前
期
課
程
２
年
）、
森
本
弘
暉
さ
ん

（
同
１
年
）、
大
西
春
花
さ
ん
（
２
０
１
８
年
度

卒
業
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

酒
造
会
社
の
産
業
廃
棄
物
で
あ
る
酒
粕
と
米

ぬ
か
、
商
品
価
値
の
な
い
小
ア
ユ
を
飼
料
材
料

に
用
い
る
こ
と

で
、
飼
料
効
率

が
良
く
成
長
が

２
ヵ
月
ほ
ど
早

く
、
同
サ
イ
ズ

の
天
然
を
上
回

る
脂
の
乗
り
、

飼
料
単
価
が
１

／
９
と
大
幅
な

コ
ス
ト
カ
ッ
ト

を
実
現
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
２
月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
週
間
、
米

国
・
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ワ
校
に
短
期
留
学
し
た

12
人
の
学
生
に
よ
る
報
告
会
が
、
6
月
11
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
留
学
し
た
12
人
は
、
留
学

当
時
２
年
次
生
３
人
と
１
年
次
生
が
９
人
、
男

子
学
生
は
４
人
だ
け
で
、
こ
こ
で
も
女
子
学
生

の
頑
張
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

報
告
は
写
真
と
動
画
を
交
え
て
、
前
半
は
留

学
先
の
マ
ノ
ワ
校
の
概
要
と
研
修
内
容
の
ほ
か
、

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
違
い
と
授
業
内
容
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
後
半
は
休
日

を
利
用
し
て
回
っ
た
観
光
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
フ
ラ
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
充

実
し
た
留
学
生
活
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
り

ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
で
購
入
し
た
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ

を
着
こ
ん
で
報
告
会
に
臨
ん
だ
参
加
者
は
、「
２

時
間
の
英
語
で
の
授
業
を
受
講
し
て
い
る
と
す

ぐ
に
耳
が
慣
れ
て
く
る
」「
ハ
ワ
イ
大
学
の
学

生
は
日
本
の
学
生
と
違
っ
て
講
義
で
も
積
極

的
」「
見
知
ら

ぬ
人
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
が
身
に

染
み
た
」
な
ど

と
話
し
、
留
学

で
得
た
も
の
は

大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。

森本さん（左）と船見さん

説明する水戸先生

左から山本さん、池田さん、大浦さん

　

今
年
の
３
月
に
退
任
し
た
、
山
本
博
章
先
生

（
教
育
担
当
特
任
教
授
）
と
高
宮
脩
先
生
（
客

員
教
授
）
の
お
二
人
に
、
本
学
名
誉
教
授
の
称

号
が
贈
ら
れ
、
６
月
26
日
に
授
与
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

授
与
式
の
挨
拶
で
蔡
晃
植
学
長
は
、「
山
本

先
生
に
は
二
期
に
渡
っ
て
学
部
長
の
要
職
を
務

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
学
部
再
編

や
J
A
B
E
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
な
ど
本

学
の
教
学
の
新
た
な
発
展
の
礎
を
築
い
て
い
た

だ
き
、
感
謝
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。
高
宮
先
生

に
は
臨
床
検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
準

備
か
ら
完
成
年
次
と
な
る
一
期
生
の
卒
業
ま
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
者
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
が
幹
事
校
と
な
っ
て
い
る

彦
根
長
浜
地
域
連
携
協
議
会（
彦
根
・
長
浜
地
域

に
お
け
る
学
術
文
化
教
育
基
盤
形
成
を
目
的
と

し
た
大
学
・
短
期
大
学
・
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
）
は
、
S
D
G
s
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
の
事
業
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
６

月
７
日
に
S
D
Gs
の
学
習
会
を
本
学
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
N
P
O
法
人
持
続
可
能
管
理
協
会
び

わ
こ
理
事
長
の
今
村
忠
彦
さ
ん
で
、
協
議
会
参

加
の
各
団
体
か
ら
60
人
が
参
加
し
て
S
D
Gs

と
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
に
は
、滋
賀
大
学
、

滋
賀
県
立
大
学
、聖
泉
大
学
、滋
賀
文
教
短
期
大

　
７
月
20
日
、長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
京
都
府
と
の

就
職
支
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、本

学
を
は
じ
め
滋
賀
県
内
の
３
大
学（
成
安
造
形
大

学
、
滋
賀
文
教
短
期
大
学
）が
京
都
府
と
の
就
職

支
援
協
定
の
締
結
式
を
行
っ
た
も
の
で
、伊
藤
正

恵
学
生
教
育
推
進
就
職
・キ
ャ
リ
ア
担
当
副
機
構

長
と
鈴
木
一
弥
京
都
府
商
工
労
働
観
光
部
長
が
、

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に

基
づ
い
て
、本
学
学
生
へ
の
京
都
府
内
の
企
業
情

報
の
提
供
や
京
都
府
内
企
業
を
知
る
機
会
な
ど

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

締
結
式
で
は
、各
大
学
の
学
生
を
交
え
て
の
意

見
交
換
も
行
わ
れ
、本
学
か
ら
納
屋
内
佑
子
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
４
年
次
生
）
が
出
席

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
か
ら
臨
地
実
習

病
院
の
開
拓
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

た
感
謝
の
念
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
御
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

山
本
先
生
は
教
育
担
当
特
任
教
授
と
し
て
、

「
バ
イ
オ
実
験
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
指
導
に
引

き
続
き
あ
た
っ

て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

高
宮
先
生
に

は
客
員
教
授
と

し
て
引
き
続
き

臨
床
検
査
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
講

義
を
ご
担
当
い

た
だ
き
ま
す
。

研
究
活
動
を
紹
介
し
た

保
護
者
懇
談
会

日
本
留
学AW

ARD
S

2
0
1
9
受
賞
校
に
選
出

滋
賀
テ
ッ
ク
プ
ラ
ン
で
2
年

連
続
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

S
D
G
s
学
習
会

京
都
府
・
岐
阜
県
と
就
職

支
援
協
定
を
締
結

学
と
本
学
の
５
大
学
・
短
期
大
学
が
参
加
、地
域

活
性
化
に
向
け
て
多
彩
な
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
で
は
、
先
進
国
に
よ
る
途
上
国
へ
の
支

援
を
中
心
に
し
た
M
D
Gs
か
ら
、先
進
国
と
途
上

国
が
一
丸
と
な
っ
て
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取
り

残
さ
な
い
と
い

う
目
標
を
定
め

た
S
D
Gs
へ
の

発
展
、
S
D
Gs

の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
と
目
標
を

達
成
す
る
手
段

に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

し
、自
ら
の
就
活
体
験
と
企
業
情
報
の
入
手
方
法

な
ど
に
つ
い
て
の
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、岐
阜
県
と
の
就
職
支
援
協
定

の
締
結
式
を
３
月
20
日
に
行
い
、伊
藤
副
機
構
長

と
井
川
孝
明
岐

阜
県
商
工
労
働

部
長
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、

本
学
と
就
職
支

援
協
定
を
結
ん

だ
都
道
府
県
は
、

滋
賀
県
、
愛
媛

県
、京
都
府
、岐

阜
県
の
４
府
県

と
な
り
ま
し
た
。

京都府との協定締結式 岐阜県との協定締結式

ハ
ワ
イ
大
学
短
期
留
学
の

成
果
報
告
会
を
開
催

左から蔡学長、山本先生、高宮先生、若林理事長
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Campus News

　　　　 

Information
学生生活 Information

●長浜バイオ大学学費支援奨学金
　学費支援奨学金は、修学の意志があるにも関わらず、
家計状況により、修学が困難となっている学生を経済
的に支援するために、創立10周年記念募金を基金とし
て設置しています。申請にはいくつか要件があり、家計
収入に基準があります。詳しくは10月15日（火）に開催
する説明会で要項を配布の上、内容の詳細を説明しま
すので、必ず参加してください。

【学費支援奨学金の内容】
給付金額： 20万円（年間１回限りの給付で、4ヵ年で最

　大４回の受給可能。返還の必要はありません）
申請期間：2019年10月21日（月）～ 11月8日（金）
　　　　　締切日厳守
募集時期： 前期および後期セメスターにそれぞれ１回実

施。但し、学部生・大学院生とも、１年次に
ついては後期セメスターから募集します。

給付時期：2020年1月上旬頃
募集人数：7名程度　
　　　　　※家計急変奨学金との併用受給はできません。

●長浜バイオ大学家計急変奨学金
　本学では、修学の意志があるにもかかわらず、家計状
況の急変により修学が困難となっている学生を経済的
に援助する目的で、「長浜バイオ大学家計急変奨学金」
を設置しています。
　急変に該当する事由に限定があり、家計収入に基準
があります。詳しくは10月15日（火）に開催する説明会
で要項を配布の上、内容の詳細を説明しますので、必ず
参加してください。

【家計急変奨学金の内容】
給付金額： 上限30万円

（年間1回限り給付、返還の必要はありません）
申請期間： 2019年10月21日（月）～11月8日（金）
　　　　　締切日厳守
給付時期：2020年1月上旬頃
募集人数：5名程度

※ 長浜バイオ大学学費支援奨学金・家計急変奨学金の申し込みと
相談は、命江館1階事務室学生担当で行っています。

●日本学生支援機構奨学金について
※日本学生支援機構奨学金についての相談、事務取扱は学生担当
窓口で行っています

【大学院予約採用】
　予約採用制度は、本学大学院博士課程前期課程の2020年度入
学試験に合格し、来年4月に入学予定の学生を対象にしたものです。
入学前に奨学生採用が決定することにより、安心して大学院へ進
学できます。予約採用に関する説明会は9月24日（火）に行います。
奨学金を希望する学生は必ず参加してください。
※説明会の案内は、学内掲示、Web掲示等でお知らせします。

【奨学金の返還（2020年3月に卒業・修了する学生）】
　奨学金の返還は貸与終了の翌月から数えて7 ヵ月目に始まりま
す。2020年3月に卒業する学部生、修了する大学院生は、3月に
満期終了し2020年10月から返還が始まります。貸与終了に先立
ち、2019年11月頃までに「貸与奨学金返還確認票」（満期時におけ
る貸与総額・返還月額等が記載されている）と『返還のてびき』（返
還に伴う各種手続きの解説書）が届きます。返還に伴う手続きに
関する説明会を11月～ 12月に開催します。2020年3月に卒業す
る学部生、修了する大学院生は、必ず参加してください。
　上記説明会は、日本学生支援機構からの「貸与奨学金返還確認
票」が到着してから決定します。説明会の案内は、学内掲示、Web
掲示等により行いますので、対象者はご注意ください。

フララLINEスタンプ　好評発売中！

2019年度 学年暦
10月26日 ホームカミングデー
10月26日、27日 学園祭「命洸祭」
12月19日 創立記念日
12月28日～ 1月 5日 冬期休暇 
 1 月28日～ 2月 4日 後期セメスター定期試験
 2 月 5 日～ 3月31日 春期休暇
 3 月21日 卒業式・学位授与式
 3 月24日、25日 在学生オリエンテーション

長浜バイオ大学 市民土曜講座

　長浜バイオ大学の人気マス
コット“フララ”の、LINE ス
タンプ「フララの学生生活」を
販売しています。
　40 種類のスタンプがセット
になって、バイオ大学の友人と
のトークにピッタリの嬉しいア
イテムが満載です。
　ご購入はコチラからどうぞ♪
（ h t t p s : / / l i n e . m e / S /
sticker/3810902）

●10月19日（土）14時～16時
 看護とストレス耐性を高める心身のリラクセーション法
 講師：小山 敦代先生（聖泉学園理事長・聖泉大学学長）

●11月16日（土）14時～16時
 いわさきちひろの歩んだ道と絵画
 講師：松本 猛先生（いわさきちひろ美術館名誉館長）

●12月21日（土）14時～16時
 近代日本史のなかの多様性
 講師：神谷 昌史先生（滋賀文教短期大学 国文学科長）

●3月7日（土）14時～16時
 人生 100年時代にどう備えるか
 講師：永田 宏先生（長浜バイオ大学教授）

　

黒
壁A

M
ISU

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る「
長

浜
人
の
地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
百
匠
屋
、
冨

田
酒
造
・
山
岡
酒
造
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
地

の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
共
同
で
開
発
し
た
清

酒
、「
純
米
吟
醸 

長
濱
」の
原
料
と
な
る
吟
吹
雪

の
田
植
え
が
、
６
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
浜
市
三
田
の
姉
川
古
戦
場
跡
に
あ
る
百
匠
屋

の
田
ん
ぼ
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
８
人

（
３
年
次
生
３
人
、
２
年
次
生
５
人
）
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
一
期
生
の
大
学
院
生
と
松
島
三
兒
先

生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
田
植
え
機
を
使
っ
た
機
械
植
え
を

体
験
。
前
月
の
「
虎
姫
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
で
手

植
え
を
経
験
し
た
学
生
も
い
て
、「
手
植
え
に

比
べ
て
、
機
械
植
え
は
と
っ
て
も
早
く
て
、
な

ん
と
い
っ
て
も
楽
で
し
た
。
で
も
、
真
っ
す
ぐ

に
植
え
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
こ
の
後
は
稲
の
生
育
を
確
認
し
、

稲
刈
り
も
体
験
す
る
予
定
で
す
。
田
植
え
に
参

加
し
た
学
生
は
「
自
分
が
関
わ
っ
た
お
酒
を
飲

ん
で
み
た
い
。

今
日
は
コ
メ

作
り
の
一
端

が
体
験
で
き
、

お
酒
に
な
る

の
が
待
ち
遠

し
い
」と
語
っ

て
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
部
新
入
生
の
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
長
浜
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
入
会
式
と
会
員
ピ
ン
授

与
式
が
、
６
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
Σ

ソ
サ
エ
テ
ィ
と
は
、
奉
仕
精
神
の
育
成
を
目
的

に
大
学
を
対
象
に
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
が

ス
ポ
ン
サ
ー
ド
す
る
組
織
で
、
吹
奏
楽
部
は

２
０
０
５
年
に
認
証
さ
れ
、
毎
年
新
入
生
の
入

会
式
と
ピ
ン
授
与
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

授
与
式
で
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜

の
北
村
晃
子
会
長
が
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

と
Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
つ
い
て
紹
介
、「
今
年
度
も

新
入
部
員
の
み
な
さ
ん
に
ピ
ン
を
授
与
す
る
こ

と
が
で
き
て
喜
ば
し
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
吹

奏
楽
部
前
部
長
の
友
次
那
菜
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ

　

６
月
８
日
、
滋
賀
県
庁
で
青
少
年
広
報
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
本
学
大
学
院
生

の
原
口
大
生
さ
ん（
博
士
課
程
後
期
課
程
１
年
）

が
三
日
月
大
造
滋
賀
県
知
事
よ
り
青
少
年
広
報

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

青
少
年
広
報
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
多
く
の
若
者

が
県
政
へ
の
関
心
を
高
め
県
政
参
加
の
き
っ

か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
制

度
で
す
。
滋
賀
県
関
連
の
事
業
な
ど
に
参
加
し

て
、
県
のSN

S

を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
た

り
、
県
の
広
報
誌
や
広
報
番
組
な
ど
に
登
場
し

た
り
、
時
に
は
三
日
月
知
事
の
現
場
視
察
に
も

同
行
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

 

今
年
度
青
少
年
広
報
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
委
嘱
さ

イ
エ
ン
ス
学
科
３
年
次
生
）
が
、
今
年
度
の
新

入
部
員
８
人
の
う
ち
出
席
し
た
６
人
を
紹
介
し

ま
し
た
。
新
入
会
員
一
人
ひ
と
り
に
Σ
ソ
サ
エ

テ
ィ
の
ピ
ン
が
授
与
さ
れ
た
の
ち
、
北
村
会
長

よ
り
支
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
部
長
の
植
田
華
さ
ん
（
同
２
年
次

生
）
が
、
国

際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
長
浜

か
ら
の
支

援
の
お
礼
と
、

こ
れ
か
ら
の

地
域
に
貢
献

す
る
演
奏
活

動
に
つ
い
て

抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

地
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

酒
米
の
田
植
え
体
験

滋
賀
県
広
報
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

大
学
院
生
の
原
口
さ
ん

れ
た
の
は
、
滋
賀
県
内
在
住
の
満
15
歳
か
ら
28

歳
ま
で
の
10
人
で
、
任
期
は
１
年
間
で
す
。
原

口
さ
ん
に
は
湖
北
か
ら
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発

信
し
て
、
滋
賀
県
の
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
新
入
生
に

Σ
ソ
サ
エ
テ
ィ
の
ピ
ン
授
与

後列右端が原口さん
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club circle Now Student life Topics
学生生活トピックス

クラブ・サークル
NOW

社会問題への挑戦 人生はレイアップ

人工知能を知る

　部長　松永 張良さん （アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

　部員はNPO法人国際ボランティア学生協会というNPO団体
にも所属しています。そこには4000人の学生会員が所属し、た
くさんの交流や経験、感動に出会えます。
　私たち長浜クラブは、長浜バイオ大学、滋賀大学、滋賀県立大
学の学生で構成され、地域に根ざした活動を行っています。米
原小学校の学童支援や彦根市での外来種駆除、長浜市でのピン
クリボン活動の運営補助などを行っています。
　「社会問題への挑戦」と書きましたが、いつもは楽しく活動し
ているので怖がらずにぜひ来てください！（笑）ボランティア
活動は基本的に長期休暇を利用して行っています。また月に
一度、部員が全員集まるので参加したい方はいつでも来てくだ
さい！（Twitterやってます）

　部長　廣瀬 巧貴さん   （バイオサイエンス学科3年次生）

　バスケットボール部は、毎週月曜日と水曜日に、体育館
で活動しています。練習内容はシュート練習と試合形式
のゲームです。今年は1年次生がたくさん入部してくれ
て、賑やかになっています。経験者が多いですが、初心者
も混ざり楽しく活動しています。
　バスケットボールが好き、運動不足解消、友達と参加な
ど、少しでも興味がある人はぜひ見学に来てください。
見学の際、プレーしたい人は、体育館用シューズと動きや
すい格好で来てください。

部長　岩井 大河さん   （コンピュータバイオサイエンス学科3年次生）

　今年度から人工知能ロボット研究会を立ち上げ活動を始めました。現在
は研究というよりも文献講読などで知識を取り入れている最中です。人工
知能に関わること以外にも３D モデリングやドローンの操作などの活動も
しています。
　6 月 22 日に開催されたサイエンスカフェにも参加し、今後も学内外を
問わずさまざまなイベントに参加していきたいと考えています。

ダブルダッチサークル

虎姫田んぼアート
今年はSLを描く

2回目となる
夜のビオトープ見学会

今年度も出店
近世城下町ふるさとまつり

松浦 拓哉さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

　水田周辺に生息する生き物を間近で見ること
や、稲を植える時の何とも言えない難しさを感じ
ることができ、良い経験になりました。稲の苗が
成長してどのような絵になるか待ち遠しいです。
　色のついた苗を確保するのが一番大変だと、
主催者に聞きました。毎年続けて田んぼアート
を開催するのは大変なことだと思います。虎姫
の町おこしのための田んぼアートにかける情熱
を感じました。
　地元の方々にお昼ご飯を用意してもらったり、
お菓子やジュース、アイスなどをくださったり、い
ろいろ良くしてもらいました。来年も機会があれ
ば、参加したいと思います。

（農業サークルWALK）

亀田 森羅さん
（バイオサイエンス学科 4年次生）

　昨年に続いて２回目となる「早崎内湖ビオ
トープ 夜の生物観察会」！！早崎内湖の生い立ち
についてのお話、タモ網での生物採集、船頭体
験、地引網体験と盛りだくさんのイベントでした。
　船頭体験では、船を漕ぎながらビオトープの
水面を観察しました。今年は内湖一面に蓮が
群生していたので対岸まで進むのに時間がか
かり、船頭がどれだけ大変な仕事か身をもって
体験することができました。今回の観察会では
部員一同、楽しみながら早崎内湖にいる生き
物や歴史について学ぶことができました。
　今後も早崎内湖について学び、どんどん関
わっていきたいと思っています！

（琵琶湖研究部）

杉野 沙矢香さん
（バイオサイエンス学科 3年次生）

　今回、近世城下町ふるさとまつりに唐揚げ
を出店しました。長浜に住んでいる地域の方
だけでなく、観光客の方ともたくさん交流す
ることができました。当日は風がとても強く、
コンロの火が消えてしまうアクシデントにも見
舞われ、お客さんを待たせてしまうこともあ
りましたが、全員で協力しなんとか大きなト
ラブルを避けることもできました。それぞれ
役割分担し、全員が活躍することができまし
た。休憩の時間は商店街に出店されている
店をまわって地域の方と交流しつつ自分自身
もまつりを楽しむことができました。

（町家プロジェクト）

　６月８日に長浜市の中心市街地で開催さ
れた「近世城下町ふるさとまつり」に、今年
もマジックサークルと町家プロジェクトが
出展しました。
　マジックサークルはトランプを使った手
品を道行く人たちに披露、場所はアーケー
ドの商店街だったので幸い雨は免れました
が、時おり強く吹く風には閉口したそうで
す。お子さんと一緒のご家族や、ご年配の
方にも多く立ち寄っていただき、「凄いで
すね！」とお褒めの言葉をいただきました。
　一方、曳山博物館前の通りでは、町家プロ
ジェクトのメンバーが唐揚げを出店。前日
の町家キャンパスでの試作が物を言ったの
か、午後３時くらいには完売、その机の横に
は、さり気なくハンドメイドサークルの手
作り品も飾られ販売していました。

　長浜バイオ大学生向けの「早崎内湖ビオ
トープ 夜の生物観察会」が６月13日に開催
され、アニマルバイオサイエンス学科齊藤
修研究室の学生５人と琵琶湖研究部の学生
13人が参加しました。この企画は、日本最
大のビオトープ実験地を、もっと学生にも
知ってもらおうと早崎内湖再生保存協議会
が昨年に続いて開催したものです。
　当日は午後７時から早崎内湖の歴史を学
んだ後、さっそく対岸まで船を漕ぎながら
ビオトープの水面を観察、内湖の浅瀬で網
を使った生物採取ではフナ、メダカ、モツゴ
が採れ、地引網にはコイ、ギンブナ、モツゴ、
ヌマエビ、スジエビ、ザリガニなどが掛かり、
ビオトープの豊かな生態系を実感すること
ができました。

　虎姫地域づくり協議会が毎年挑戦してい
る「田んぼアート」、今年で 7 回目となる
田植えイベントが 5 月 19 日に開催されま
した。長浜バイオ大学からは琵琶湖研究部
と農業サークル“WALK”の部員 19 人が
参加し、今年のデザインの滋賀県北部を走
る「ＳＬ北びわこ号」と地元ゆかりの厄よ
け大師「角大師」に挑戦しました。
　これに先立ち、12 日には田んぼアート
の下絵づくりにも参加し、稲が成長したら
色がそれぞれ違う 5 種類の苗を植える場所
にテープで仕切りを行いました。このデザ
インには、本学の学生も協力しました。こ
の田んぼアート、毎年 7 月～ 8 月に見頃を
迎えます。

人工知能ロボット研究会

国際ボランティア部 バスケットボール部
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本学初の附属研究所 ゲノム編集研究所を開設

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
応

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
、
大
学
の
附
属
研
究
所
と
し

て
は
初
と
な
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
研
究
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

　

今
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
起
き
て
い
る
大
き

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
私
た
ち
の
社
会
や
経
済

の
構
造
の
み
な
ら
ず
、
知
識
や
価
値
の
創
造
プ
ロ
セ
ス

ま
で
も
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
、
生
物
の
遺
伝
情
報
を
効
率
的
で
自
在
に
操
作

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
高

い
付
加
価
値
や
新
規
形
質
を
も
つ
動
植
物
の
作
成
な

ど
に
よ
る
食
糧
生
産
や
資
源
生
産
へ
の
応
用
に
、
ま

た
、
疾
患
研
究
や
医
療
へ
の
応
用
で
は
難
治
性
の
病

気
治
療
や
再
生
医
療
に
よ
る
新
た
な
治
療
、
新
し
い

医
薬
品
の
開
発
な
ど
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
黎
明
期
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
技
術
は
確
立

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
種
へ
の

適
応
、
各
分
野
の
基
礎
研
究
や
応
用
研
究
へ
の
適
応
、

さ
ら
に
は
よ
り
効
率
的
で
有
用
な
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

の
開
発
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
進

展
が
待
た
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

「
バ
イ
オ
の
総
合
大
学
」
の

責
務
と
し
て
研
究
所
を
開
設

　

本
学
は
開
学
以
来
、
高
い
水
準
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
と
そ
れ
を
基
盤
に
し
た
質
の
高
い
教
育
を

行
う
こ
と
で
成
長
を
遂
げ
、
今
日
で
は
3
つ
の
学
科

で
構
成
さ
れ
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
と
、
博
士
課

程
前
期
課
程
と
博
士
課
程
後
期
課
程
を
有
す
る
大
学

院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
を
併
せ
持
つ
「
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
の
総
合
大
学
」へ
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
倫
理
的
な
基
盤
に
立
っ
て
ゲ
ノ

ム
編
集
に
関
し
て
の
先
端
的
研
究
を
行
い
、
そ
の
研

究
成
果
を
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
最
先
端
を
担
う
本
学
の
重
要
な

責
務
と
言
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
で
開
設
に
至
っ

た
の
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
研
究
所
で
す
。

　

研
究
所
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
基
礎

研
究
と
応
用
研
究
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
研

究
成
果
の
社
会
へ
の
発
信
、
ゲ
ノ
ム
編
集
な
ど
を
用

い
た
研
究
の
受
託
、
講
演
会
や
研
究
会
の
開
催
、
研

究
成
果
の
技
術
移
転
や
導
入
、
内
外
の
研
究
機
関
と

の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

テーマは「more worth」
長浜の魅力をアピールする命洸祭

第
17
回
を
迎
え
る
命
洸
祭
、今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

「m
ore w

orth

～
長
浜
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
～
」。
こ

れ
ま
で
学
生
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
と
の
交
流
を

よ
り
価
値
の
高
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
長
浜
市
と

関
わ
り
の
深
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ヒ
ト
や
モ
ノ
に
着
目
。

そ
の
魅
力
を
長
浜
市
の
み
な
ら
ず
、
湖
北
地
域
全
体

に
発
信
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
命
洸
祭
実
行
委
員
会
は
、
長
浜
曳

山
ま
つ
り
へ
の
参
加
や
滋
賀
県
立
大
学
と
の
連
携
、
地

元
ラ
ジ
オ
番
組
や
地
域
情
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
P
R

活
動
を
開
始
。
彦
根
市
や
米
原
市
を
は
じ
め
、
高
月

や
木
之
本
エ
リ
ア
ま
で
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
拡
大
し
、
さ

ら
な
る
広
い
エ
リ
ア
か
ら
の
集
客
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
目
標
の
来
場
者
数
は
５
０
０
０
人
。
昨
年
の
落

ち
込
み
か
ら
の
V
字
回
復
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
や
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
も
開
催

　
「
今
年
度
の
見
ど
こ
ろ
は
、中
庭
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
る
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
す
」
と

い
う
命
洸
祭
実
行
委
員
会
の
宮
平
来
果
さ
ん
（
臨
床

検
査
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
３
年
次
生
）
と
金
子
柚
葉
さ
ん

（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
２
年
次
生
）。
長
浜
市
出

身
で
長
浜
市
在
住
の
ペ
イ
ン
タ
ー
谷
口
貴
陽
さ
ん
と

ソ
プ
ラ
ノ
ボ
ー
カ
リ
ス
トsackji

さ
ん
に
よ
る
迫

力
満
点
の
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
や
、
同
じ
く
長
浜
市
に

ゆ
か
り
の
深
い
男
性
ユ
ニ
ッ
ト
～Lefa

～
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
に
も
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
現
在
T
V
放
映
中
の
「
騎
士
竜
戦
隊

リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ジ
ャ
ー
」
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催

す
る
ほ
か
、
学
内
サ
ー
ク
ル
の
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
サ
ー

ク
ル
、ダ
ン
ス
部
、軽
音
楽
部
、吹
奏
楽
部
に
よ
る
華

麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
ご
た
え
十
分
で
す
。
さ

ら
に
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、命
洸
祭

１
日
目
の
10
月
26
日（
土
）に
子
ど
も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

喜
ば
れ
る
景
品
を
、
２
日
目
の
27
日（
日
）に
は
最
新
型

の
ゲ
ー
ム
機
な
ど
学
生
に
向
け
た
豪
華
景
品
を
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
屋
台
や
模
擬
店
に
関
し
て
は
、「
従
来
よ

り
も
賑
や
か
な
学
園
祭
に
し
た
か
っ
た
の
で
、
ネ
ッ

ト
の
掲
示
板
を
使
っ
て
幅
広
く
出
店
を
募
り
ま
し

た
」
と
宮
平
さ
ん
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
バ
イ
オ
マ
ル

シ
ェ
の
出
店
数
は
昨
年
の
13
団
体
か
ら
20
団
体
に
増

加
。
ま
た
、
学
内
か
ら
の
出
店
も
昨
年
の
17
団
体
か

ら
30
団
体
に
増
え
ま
し
た
。「
学
園
祭
で
あ
り
な
が

ら
学
生
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
課
題

で
し
た
。
出
店
料
を
値
下
げ
し
て
、
友
人
同
士
で
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
と
、
学
内
出
店

数
に
応
じ
て
特
典
を
増
や
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
金
子
さ
ん
。

　

他
に
も
、
中
講
義
室
を
会
場
に
競
技
麻
雀
部
や
ポ

ケ
モ
ン
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
自
由
参
加
型
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
開
催
。
食
堂
で
は

琵
琶
湖
研
究
部
が
手
作
り
の
昆
虫
標
本
を
販
売
す
る

な
ど
、
学
園
祭
当
日
は
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
お
祭
り

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
る
予
定
で
す
。

来
場
者
数
５
０
０
０
人
が
目
標

よ
り
賑
や
か
な
学
園
祭
に
！

　

本
学
の
学
生
を
は
じ
め
、
地
域
の
子
ど
も
や
大
人

ま
で
楽
し
め
る
学
園
祭
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
連
日

の
よ
う
に
準
備
に
追
わ
れ
る
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
。
案
内
板
作
り
や
会
場
の
飾
り
付
け
な
ど
、
煩

雑
な
作
業
が
山
積
み
に
な
る
中
で
、金
子
さ
ん
は「
み

ん
な
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
何
よ
り
楽
し
い
。
通
り

が
か
り
の
人
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

賑
や
か
な
学
園
祭
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
宮
平
さ
ん
は
、「
実
行
委
員
を
３
年
間
経
験

し
て
き
た
中
で
、
今
が
１
番
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま

す
。
先
輩
と
後
輩
の
連
携
が
す
ご
く
う
ま
く
取
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩
の
意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、

新
し
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
学
園
祭
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
ま
す
。

宮平さん（左）と金子さん

1日目／ 10月26日（土）
11:00 ～ 12:00　オープニング＋吹奏楽部
12:20 ～ 12:50　ヒーローショー
13:30 ～ 15:00　ビンゴ大会
15:30 ～ 16:00　谷口貴陽ライブペイント
16:20 ～ 17:00　軽音ライブ

2日目／ 10月27日（日）
11:00 ～ 11:40　ダブルダッチサークル
12:50 ～ 13:30　ダンス部
14:00 ～ 15:00　～ Lefa ～ライブ
15:30 ～ 16:00　ビンゴ大会 with ～ Lefa ～

ステージタイムスケジュール

長浜バイオ大学

ゲノム編集研究所

＜研究所運営会議＞
所 長：山本 博章

今村 綾、亀村 和生、齊藤 修、野村 慎太郎

＜植物部門＞
　兼任研究員　蔡 晃植（教授）植物生理学：植物全般
　兼任研究員　今村 綾（講師）植物遺伝学：再分化系構築

研究所の所在地
　・長浜バイオインキュベーションセンター内の研究室
　・各兼任研究員の研究室

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
と
は

　
ゲ
ノ
ム
D
N
A
を
改
編
で
き
る
酵
素
（
ヌ
ク
レ
ア
ー

ゼ
や
塩
基
変
換
酵
素
）
を
用
い
て
、
ゲ
ノ
ム
D
N
A
上

の
特
定
の
部
位
を
削
除
し
た
り
、別
の
D
N
A
配
列（
遺

伝
子
配
列
の
場
合
も
あ
る
）
を
挿
入
し
た
り
、
も
と
か

ら
あ
る
D
N
A
配
列
を
置
換
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
従

来
の
D
N
A
配
列
改
変
方
法
よ
り
高
い
精
度
で
容
易

に
で
き
る
技
術
の
一
つ
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　国
内
で
も
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て
包
丁
で
切

る
際
に
涙
が
出
に
く
い
タ
マ
ネ
ギ
や
、
養
殖
池
の
中
を

お
と
な
し
く
回
遊
す
る
マ
グ
ロ
、
筋
肉
質
で
肉
厚
な
マ

ダ
イ
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

は
、
こ
う
し
た
食
糧
生
産
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
基

礎
研
究
や
、
遺
伝
子
治
療
、
胚
受
精
を
含
む
医
療
分
野

の
研
究
に
も
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＲＮＡ鎖が酵素とともにＲＮＡ鎖が酵素とともに
標的のＤＮＡにくっつく標的のＤＮＡにくっつく

酵素がＤＮＡを切断する

ＤＮＡ切断酵素

ＲＮＡ鎖

＜動物部門＞
兼任研究員　齊藤 　修（教授）神経生物学：両生類など
兼任研究員　中村 肇伸（教授）生殖細胞学：哺乳類など
兼任研究員　竹花 佑介（准教授）発生生物学：魚類など

＜植物部門＞
　 兼任研究員　蔡 晃植（教授）植物生理学：植物全般
　 兼任研究員　今村 綾（講師）植物遺伝学：再分化系構築

meikou 2019 September vol.4115 14



　
　
　
　

講義＆実験　ピックアップ

研究室訪問42
今
回
は
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
必
修
科
目
で
ペ
ッ
ト
や
動
物

医
療
業
界
を
め
ざ
す
学
生
に
と
っ
て
不
可
欠
の
動
物
栄
養
学
と
、
J
A
B
E
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
生
の
必
修
科
目
の
工
学
デ
ザ
イ
ン
概
論
を
紹
介
し
ま
す
。

　動物栄養学では、主に食品や飼料に含まれるタンパク質・
炭水化物・脂質・ビタミン・補酵素・ミネラルなどの栄養
素について、特性・吸収・消化・栄養素代謝・エネルギー
生産・代謝制御の仕組みを学ぶことができます。また、犬・
猫といった身近なペットや家畜などの生態や食性について
も学ぶことができます。
　私は、牛の生態や、実家で犬を飼っているため犬の食性
に興味があったので、この講義を履修しました。実際に講
義では、犬種によって欠損している栄養素が異なることを知
り、牛の胃の中に生息する微生物について理解できました。

　私は将来、モノ作りに関係する職業に就きたいと考えて
います。そのために技術者の知識や考え方を学べるこの講
義を受講しました。
　本講義では工学デザインとは何かから、技術者に求めら
れる資質や義務についてまで学ぶことができます。印象に
残ったグループワークの授業では、問題発生から解決まで
の過程を模索したり、公共機関や食品の生産においてどの
ような対策を行えば事故を防げるのかなどを、技術者倫理
の観点から議論しました。話し合ってアイデアを出し合う
ことで、知識やコミュニケーション能力を身につけること
ができました。

高橋 茉佑さん
（アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

安田 直樹さん
（バイオサイエンス学科2年次生）

︱
︱　

 

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
下

さ
い
。

　

私
は
が
ん
の
根
治
を
め
ざ
し
、
消
化
器
外
科
医

か
ら
研
究
者
に
転
向
し
ま
し
た
が
、
臨
床
の
現
場

で
は
近
年
、
化
学
療
法
薬
に
対
す
る
が
ん
の
薬
剤

耐
性
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
が
分
子
標
的
薬
や
抗
が
ん
剤
に
対
す
る
薬

剤
耐
性
を
獲
得
す
る
機
構
に
は
大
き
く
分
け
て
2

つ
あ
り
、標
的
D
N
A
の
新
た
な
傷 （
二
次
変
異
） 

に
よ
り
分
子
標
的
薬
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
。
そ

し
て
も
う
1
つ
、
私
が
長
年
研
究
し
て
い
る
上
皮

間
葉
転
換（
E
M
T
）と
い
う
現
象
に
よ
る
も
の
で

す
。
上
皮
間
葉
転
換
と
は
、
細
胞
ど
う
し
で
接
着

結
合
し
て
い
る
上
皮
細
胞
が
、
移
動
能
を
も
つ
間

葉
系
細
胞
に
顔
つ
き
を
変
え
る
こ
と
。

　

上
皮
間
葉
転
換
に
よ
っ
て
移
動
能
が
高
ま
れ

ば
、当
然
、が
ん
は
転
移
・
浸
潤
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
現
象
で
間

葉
系
に
変
化
し
た
細
胞
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
獲
得

し
、
数
少
な
い
細
胞
か
ら
腫
瘍
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
幹
細
胞
の
特
徴
ま
で
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
る

の
で
す
。

　

乳
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
が

ん
細
胞
が
由
来
臓
器
と
同
じ
細
胞
型
か
ら
（
乳
が

ん
・
肺
が
ん
で
は
上
皮
） 

か
ら
発
生
し
ま
す
が
、間

葉
転
換
を
起
こ
す
と
格
段
に
治
療
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
上
皮
型
以
外
の
悪

性
腫
瘍
で
あ
る
、
メ
ラ
ノ
ー
マ
や
脳
腫
瘍
の
中
で

も
と
り
わ
け
悪
性
度
が
高
い
膠
芽
腫
で
も
同
様
の

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
間
葉
系

に
転
換
し
た
細
胞
は
自
ら
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
分
泌

し
て
免
疫
を
抑
制
し
、“
夢
の
新
薬
”と
し
て
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
免
疫
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
で
さ
え
効
果
が
薄
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
上
皮
間
葉
転
換
を
起
こ
し
た
が
ん

細
胞
を
再
び
上
皮
細
胞
に
戻
す
間
葉
上
皮
転
換

（
M
E
T
）を
誘
導
し
、
新
た
な
が
ん
治
療
の
確
立

に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
︱　

 

最
近
の
研
究
で
ど
ん
な
進
展
が
あ
り
ま
し

た
か
？

　

以
前
所
属
し
て
い
た
京
都
大
学
の
本
庶
佑
先
生

の
研
究
室
で
一
番
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
体
の
中
で

起
き
て
い
る
複
雑
な
現
象
を
い
か
に
単
純
な
系
に

置
き
換
え
て
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
。
シ
ャ
ー
レ

上
の
細
胞
株
で
シ
ン
プ
ル
な
モ
デ
ル
を
作
り
、
治

療
標
的
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
と
い
う
研
究
上
の

戦
略
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
治
療
標
的
と
は
新
た
な
治
療
の
鍵

と
な
る
遺
伝
子
の
こ
と
で
す
が
、
最
近
で
は
上
皮

間
葉
転
換
を
起
こ
し
た
細
胞
と
、
間
葉
上
皮
転
換

を
起
こ
し
た
細
胞
を
ど
ち
ら
も
可
視
化
し
て
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
で
き
る
レ
ポ
ー
タ
ー
を
開
発
。
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
間
葉
上
皮
転
換
に
関
連
す

る
複
数
の
遺
伝
子
を
同
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
強
力
に
間
葉
上
皮
転
換
を
誘
導
す
る

遺
伝
子
配
列
をshP1

、shH
1

と
名
付
け
て
い
ま

す
が
、
と
り
わ
けshH

1

は
が
ん
細
胞
を
殺
傷
す
る

能
力
ま
で
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
実
際
に
マ
ウ

ス
を
使
っ
た
実
験
で
は
、
脳
腫
瘍
の
膠
芽
腫
に
対

し
てshP1

を
導
入
す
る
と
、
上
皮
化
と
同
時
に
が

ん
細
胞
の
劇
的
な
増
殖
抑
制
効
果
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、女
性
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
陰
性
・H

ER2

陰

性
の
ト
リ
プ
ル
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
乳
が
ん
は
分
子
標
的

薬
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
難
治
性
の
乳
が
ん
で
す

が
、
こ
の
乳
が
ん
細
胞
に
対
し
てshP1

を
導
入
す

る
と
、
腫
瘍
増
殖
の
減
少
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

も
の
の
、
が
ん
細
胞
の
上
皮
化
に
よ
っ
て
抗
が
ん

剤
の
感
受
性
が
飛
躍
的
に
回
復
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
標
的
と
す
る
薬
剤
は
た
く

さ
ん
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
が
ん
の
分
化
を

制
御
す
る
薬
剤
は
ま
だ
世
の
中
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
上
皮
間
葉
転
換

を
起
こ
し
た
が
ん
細
胞
に
は
免
疫
抑
制
効
果
が

あ
り
、PD

-1/PD
-L1

抗
体
に
よ
る
免
疫
療
法
が

期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
私
が
発
見
し
たshP1

、

shH
1

を
利
用
し
て
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻

害
剤
の
効
果
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
︱　

 

最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

臨
床
検
査
技
師
を
目
指
す
学
生
は
将
来
、
本
学

で
学
ん
だ
基
礎
研
究
の
知
識
が
必
ず
役
に
立
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
臨
床
の
現
場
で
は
ど
う
し
て

も
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
そ

れ
で
は
新
し
い
も
の
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
疾
患

の
問
題
は
ど
こ
に
そ
の
本
質
が
あ
る
の
か
、
そ
れ

を
ど
う
治
す
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
を
絶
え
ず
考
え

ら
れ
る
問
題
思
考
型
の
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
い
ま
す
。

今
回
は
、
が
ん
細
胞
の
上
皮
間
葉
転
換

を
制
御
し
て
新
た
な
治
療
法
の
確
立
を

目
指
す
吉
川
清
次
先
生
の
研
究
室
を
訪

ね
ま
し
た
。

吉
川 

清
次 

先
生

　

●
分
子
腫
瘍
医
学
研
究
室

プロフィール
外科医としてがん患者と向き合っ
た経験から、がん治療につきまと
う薬剤耐性の克服に挑む。がん
細胞の分化を制御する新しい観
点から、がん治療の未来を拓く。
京都大学大学院医学研究科博
士課程外科系専攻を卒業後、京
都大学大学院医学研究科分子
生物学研究員、京都大学放射性
同位元素総合センター助手、京
都大学医学研究科知的財産経
営学コース科学技術振興講師、
外来化学療法部医師兼務。ダ
ナファーバー癌研究所リサーチ
フェロー、京都大学医学研究科メ
ディカルイノベーションセンター
特定准教授、武田薬品工業メ
ディカルダイレクターを経て本学
へ。奈良県出身。

　

本
講
義
で
は
、
畜
産
や
ペ
ッ
ト
業
界
、
動

物
医
療
業
界
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
は
不

可
欠
な
食
品
・
飼
料
の
基
礎
知
識
、
さ
ら
に

は
家
畜
や
ペ
ッ
ト
の
生
態
・
食
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
動
物
の
健
康
維
持
に
必
須

と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
・
炭
水
化
物
・
脂
質
・

ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
と
い
っ
た
5
大
栄
養

素
の
特
性
や
、
体
内
で
起
き
て
い
る
代
謝
制

御
の
仕
組
み
に
つ
い
て
解
説
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ブ
タ
・
ニ
ワ
ト
リ
・
ウ
シ
と
い
っ

た
身
近
な
家
畜
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
ペ
ッ
ト

が
持
つ
歯
式
・
消
化
器
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

食
性
を
理
解
す
る
一
方
で
、
反
芻
動
物
の
胃

に
棲
息
す
る
ル
ー
メ
ン
微
生
物
な
ど
、
動
物

の
胃
腸
内
で
形
成
さ
れ
る
細
菌
群
の
役
割
に

つ
い
て
も
講
義
を
行
い
ま
す
。

（
担
当
：
河
内 

浩
行
先
生
）

　

本
講
義
は
J
A
B
E
E
（
日
本
技
術
者
認

定
機
構
）認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
を
目
指
す

上
で
、
必
須
の
工
学
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

工
学
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
決
ま
っ
た
答
え
の

な
い
問
題
に
対
し
て
、
あ
る
制
約
条
件
下

で
、
実
現
可
能
な
答
え
を
見
つ
け
だ
す
プ
ロ

セ
ス
の
こ
と
で
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
行

す
る
た
め
に
は
専
門
分
野
の
知
識
は
も
ち
ろ

ん
、
技
術
者
と
し
て
の
倫
理
観
や
関
係
す
る

法
令
、
経
営
工
学
に
関
す
る
知
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
技
術
者
倫
理
の
基

礎
、
製
造
業
者
の
損
害
賠
償
責
任
を
定
め

た
P
L
法
や
知
的
財
産
権
等
の
法
令
、
コ
ス

ト
計
算
、
品
質
管
理
や
工
程
管
理
、
生
産
管

理
で
、
こ
れ
ら
の
基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
管
理
の
一
環
と
し
て
の
安
全
対
策

（
爆
発
、
火
災
、
異
常
検
知
な
ど
）に
つ
い
て

も
学
び
ま
す
。

（
担
当
：
川
瀬 

雅
也
先
生
）

栄
養
素
の
働
き
や
家
畜
や
ペッ

ト
の
食
性
を
理
解
す
る

動
物
栄
養
学

技
術
者
が
備
え
る
べ
き

倫
理
観
や
経
営
的
感
覚
を
養
う

　
　
工
学
デ
ザ
イ
ン
概
論
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研究最前線

研究最前線

油
脂
分
解
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
て

ダ
イ
ズ
油
の
品
質
と
収
量
の
向
上
に
成
功

 

　
林

　
誠
先
生
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

潰
瘍
性
大
腸
炎
発
症
機
構
の
解
明
と

新
し
い
治
療
法
を
め
ざ
し
て

 

　
池
本 

正
生
先
生
（
臨
床
検
査
学
コ
ー
ス
）

が
ん
の
薬
剤
耐
性
克
服
剤
の
開
発
に
向
け

KDM
5

阻
害
剤
と
し
てryuvidine
を
同
定

 

　
水
上 

民
夫
先
生
（
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

ビ
ワ
マ
ス
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
め
ざ
し

PCR-RFLP

法
に
よ
る
真
贋
判
定
法
を
確
立

 

　
河
内 

浩
行
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

食
品
の
真
贋
判
定
法
の
確
立
や
が
ん
の
薬
剤
耐
性
克
服
剤
の
開
発
な
ど
、
研
究
室
で
継
続
し
て

き
た
研
究
の
成
果
を
論
文
と
し
て
発
表
す
る
な
ど
、
４
タ
イ
ト
ル
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

植
物
の
種
子
に
蓄
積
し
て
い
る
油
脂
は
、

食
用
を
は
じ
め
、
洗
剤
や
バ
イ
オ
燃
料
な
ど

と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も

ダ
イ
ズ
油
は
主
要
な
食
用
油
の
１
つ
で
、
人

間
に
と
っ
て
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
ダ
イ
ズ

油
の
開
発
が
分
子
育
種
の
分
野
で
盛
ん
に
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
林
誠
先
生
と
基
礎
生
物
学
研
究
所
、

北
海
道
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
植
物
の

種
子
内
で
油
脂
の
分
解
に
関
わ
るSD

P
1

遺

伝
子
の
働
き
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ
ズ

油
の
品
質
と
収
量
が
向
上
す
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。

　

SD
P
1

は
林
先
生
が
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
し
た
遺
伝
子
で
す
。
今
回
ダ

イ
ズ
のSD

P
1

遺
伝
子
を
同
定
し
、
遺
伝
子

サ
イ
レ
ン
シ
ン
グ
法
に
よ
っ
て
遺
伝
子
発
現

が
抑
制
さ
れ
た
形
質
転
換
ダ
イ
ズ
を
作
製
し

ま
し
た
。
こ
の
ダ
イ
ズ
の
種
子
は
、
食
用
油

と
し
て
好
ま
し
い
オ
レ
イ
ン
酸
が
15
％
か
ら

28
％
に
増
加
、
過
剰
摂
取
で
リ
ス
ク
が
指
摘

さ
れ
る
リ
ノ
ー
ル
酸
が
55
％
か
ら
47
％
に
減

少
し
、
さ
ら
に
ダ
イ
ズ
１
粒
あ
た
り
の
重
量

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
種
子
の
油
脂
合
成
に
関
わ
る
研

究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
油

脂
分
解
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
利
用
し
て
脂
肪
酸

組
成
を
制
御
し
た
例
は
今
ま
で
に
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
研
究
は
「
二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
に
資
す
る
革
新
的
技
術
の
創
出
」
を
テ
ー

マ
に
科
学
技
術
振
興
機
構
の
支
援
を
受
け
、

２
０
１
９
年
６
月
20
日
付
け
の「Scien

tific 

R
ep

o
rts

」
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
厚
生
労
働
省
が
難
病
に
指
定
す
る

潰
瘍
性
大
腸
炎
（
Ｕ
Ｃ
）
の
患
者
は
増
加
の
一

途
を
辿
り
、日
本
に
お
け
る
そ
の
数
は
16
万
人

以
上
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
発
症
原
因
の
一

つ
と
し
て
、
大
腸
組
織
内
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の

異
常
活
性
化
説
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ま

だ
確
定
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
の
池
本

正
生
先
生
と
京
都
橘
大
学
の
岡
田
光
貴
先
生

は
、
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
主
な
タ
ン
パ
ク
質
成

分
で
あ
るS100A

8

及
びS100A

9

（S100

タ

ン
パ
ク
質
）の
免
疫
機
能
と
Ｕ
Ｃ
発
症
と
の
因

果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

研
究
で
はS100

タ
ン
パ
ク
質
の
免
疫
機
能

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
硫
酸
化
デ
キ
ス
ト

ラ
ン
（D

SS

）
誘
導
Ｕ
Ｃ
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
を
用

い
て
、そ
の
発
症
か
ら
寛
解
に
至
る
ま
で
の
大

腸
組
織
内
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
の
挙
動
と
細
胞

内
に
お
け
るS100

タ
ン
パ
ク
質
の
局
在
性
を

観
察
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、S100A

9

は
急

性
炎
症
の
際
優
位
に
発
現
す
る
こ
と
か
ら
炎

症
誘
導
性
タ
ン
パ
ク
質
で
あ
る
こ
と
、
逆
に

S100A
8

はS100A
9

と
ヘ
テ
ロ
ダ
イ
マ
ー
を

形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
抗
炎
症
性
タ
ン
パ
ク

質
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、S100

タ
ン
パ
ク
質
が
マ
ク

ロ
フ
ァ
ー
ジ
自
身
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
経
路

で
活
性
化
し
、
免
疫
反
応
を
制
御
す
る
こ
と

を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は

２
０
１
５
年
に「B

B
R

C

」に
、
２
０
１
６
年
に

「JLB

」に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
引
き
続

き
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
、Ｕ
Ｃ
を
含
む
炎
症

性
腸
疾
患
の
治
療
薬
の
開
発
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
、
今
や
日
本
人
の
死
因
の
約
30
％

を
占
め
る
最
も
身
近
な
国
民
病
と
い
う
べ
き

も
の
で
す
が
、
抗
が
ん
剤
を
繰
り
返
し
使
用

す
る
こ
と
で
、
が
ん
細
胞
が
次
第
に
薬
剤
耐

性
を
獲
得
す
る
問
題
が
大
き
く
取
り
沙
汰
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
発
生
の
原
因
分
子
を
標
的
に
画
期
的

な
が
ん
治
療
薬
の
開
発
に
取
り
組
む
水
上
民

夫
先
生
の
研
究
室
と
佐
々
木
隆
造
先
生
、
長

谷
川
慎
先
生
、
和
田
修
一
先
生
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
理
化
学
研
究
所
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
、
細
胞
が
ん
化
と
薬
剤
耐
性
の
原
因

分
子
で
あ
る
ヒ
ス
ト
ン
脱
メ
チ
ル
化
酵
素

K
D

M
5

の
阻
害
剤
と
し
てryuvidine

を
同

定
し
ま
し
た
。

　

ryuvidine

と
は
、
細
胞
周
期
の
調
節
に

関
わ
るCD

K
4/6

酵
素
の
阻
害
剤
と
し
て

見
い
だ
さ
れ
た
化
合
物
で
す
が
、
こ
の
研
究

で
３
万
も
の
候
補
化
合
物
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ

ム
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
いryuvidine

が

K
D

M
5

酵
素
に
対
し
て
も
強
い
阻
害
活
性

を
示
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
研
究
が
進
展
す
れ
ばK

D
M

5

の
阻
害
剤
そ
の
も
の
が
抗
が
ん
剤
に
な
り
得

る
ば
か
り
か
、
薬
剤
耐
性
克
服
剤
と
な
る
可

能
性
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
後
天
的
ゲ
ノ
ム

修
飾
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用
い
た
新
た
な
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
薬
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
研
究
論
文
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
「Scien

tific 

R
ep

o
rts

」
に
２
０
１
９
年
7
月
9
日
付
け

で
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
た
目
で
す
ぐ
に
判
断
し
に
く
い
、
加
工

品
の
産
地
や
原
材
料
を
改
ざ
ん
し
て
表
示
す

る
食
品
偽
装
は
、
日
本
の
食
の
安
全
と
消
費

者
の
信
頼
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
河
内
浩
行
先
生
の
研
究
室
で
は
、

琵
琶
湖
の
固
有
種
で
ト
ロ
に
匹
敵
す
る
上
質

な
脂
乗
り
を
も
つ
ビ
ワ
マ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
た
め
、近
縁
種
の
ア
マ
ゴ
や
ヤ
マ
メ
、

ニ
ジ
マ
ス
な
ど
と
区
別
す
る
ビ
ワ
マ
ス
の

真
贋
判
定
法
を
確
立
。PCR-RFLP

法
に

よ
り
加
工
品
か
ら
抽
出
し
たD

N
A

を
増
幅

し
、
塩
基
配
列
を
特
異
的
に
切
断
す
る
制
限

酵
素
を
加
え
る
こ
と
で
酵
素
特
有
のD

N
A

配
列
で
切
断
さ
れ
、
そ
の
断
片
の
サ
イ
ズ
に

よ
っ
て
生
物
種
を
判
定
で
き
る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

非
加
熱
の
切
り
身
だ
け
で
な
く
、
煮
る
、

焼
く
な
ど
し
た
加
熱
処
理
後
の
加
工
品
に

も
応
用
で
き
、
分
子
レ
ベ
ル
で
効
率
的
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
整
え
ば
、
今
後
ま
す
ま
す

需
要
が
高
ま
る
ビ
ワ
マ
ス
の
価
値
の
向
上
に

貢
献
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
の
平
成
27
～

29
年
度
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支

援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
湖
北
地
域
の
食
品

産
業
発
展
へ
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
に

よ
る
貢
献
」
の
成
果
で
あ
り
、
２
０
１
９
年

7
月
5
日
付
け
の
「Jo

u
rn

a
l o

f Scien
ce 

&
 T

ech
n

o
lo

g
y

」
に
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

脚
注　

１　

BBRC

： Biochem
ical and Biophysical Research Com

m
unications

　
　
　

２　

JLB

： Journal of Leukocyte Biology

左から水上先生、和田先生、長谷川先生
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保護者会かわら版

2
0
1
9
年
6
月
2
日
に
、
保
護
者
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
保
護
者
懇
談
会
も
合
わ
せ
る

と
、
の
べ
2
2
2
人
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

2
0
1
8
年
度
決
算
結
果
に
基
づ
き
、
本
学
園
の
財
務
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
2
0
1
8

年
度
は
、「
2
0
1
9
年
度
か
ら
実
施
す
る
学
部
再
編
」に
向
け
広
報
関
連
費
の
増
額
や
事
務
管
理
シ

ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、学
内
施
設
の
環
境
整
備
に
も
注
力
し
、学
生
駐
車
場
用
地
の

取
得
や
空
調
施
設
の
大
規
模
な
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
収
入
面
で
は
、「
手
数
料
」「
寄
付
金
」「
経
常
費

等
補
助
金
」等
が
予
算
を
上
回
り
、事
業
活
動
収
入
の
増
加
に
繋
が
り
ま
し
た
。

Ⅰ　

2
0
1
8
年
度
の
事
業
活
動
収
支
に
つ
い
て（
表
1
）

　

2
0
1
8
年
度
の
「
事
業
活
動
収
入
合
計
」
は
22
億
1
4
6
3
万
円
で
、「
事
業
活
動
支
出
合
計
」

21
億
9
0
2
7
万
円
を
差
引
い
た「
当
年
度
収
支
差
額（
基
本
金
組
入
前
）」は
、
2
4
3
6
万
円
の
収

入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
1
8
年
度
末
に
お
け
る
収
支
差
額
の
累
積
額
「
翌
年
度
繰
越

収
支
差
額
」は
、3
億
6
8
3
5
万
円
の
収
入
超
過
で
す
。

Ⅱ　

2
0
1
8
年
度
末（
2
0
1
9
・
3
・
31
）に
お
け
る
財
政
状
態
に
つ
い
て（
表
2
）

　
　

財
政
状
態
を
表
す「
貸
借
対
照
表
」の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
資
産
に
つ
い
て

　

本
学
園
が
保
有
す
る
資
産
の
特
徴
は
、「
特
定
資
産（
特
定
の
目
的
に
対
す
る
積
立
資
金
）」の
保

有
割
合
が
高
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、将
来
予
想
さ
れ
る
建
物
の
改
修
、教
育
・
研
究
用
機
器
備
品

の
更
新
、退
職
金
支
払
い
等
に
対
し
、十
分
な
資
金
を
積
立
て
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、次
年
度
の
経
常
的
な
支
出
に
対
し
て
も
十
分
な
資
金（
現
金
預
金
）を
保
有
し
て
い
ま
す
。

②
負
債
に
つ
い
て

　

負
債
の
主
な
内
容
は
、「
退
職
給
与
引
当
金
」と
次
年
度
の
学
費
等
を
事
前
に
受
領
し
た「
前
受

金
」で
す
。
毎
期
の
資
金
繰
り
は
良
好
で
、金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
純
資
産（
自
己
資
金
）に
つ
い
て

　
「
資
産
の
部
」
合
計
か
ら
「
負
債
の
部
」
合
計
を
差
引
い
た
「
純
資
産
の
部
」
合
計
は

1
0
2
億
9
0
6
7
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
2
4
3
6
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
2
0
1
8

年
度
末
の
純
資
産
額
は
、
学
校
法
人
が
最
低
限
保
有
す
べ
き
純
資
産
額
で
あ
る
「
基
本
金
」
額

99
億
2
2
3
2
万
円
を
3
億
6
8
3
5
万
円
上
回
っ
て
お
り
、
自
己
資
金
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、純
資
産
構
成
比
率
は
、91
・
2
％
と
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
比

率
は
、企
業
の
財
務
安
定
性
を
示
す
自
己
資
本
比
率
と
同
じ
内
容
で
、こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
自
己

財
源
が
充
実
し
、財
政
的
に
安
定
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
点
か
ら
、2
0
1
8
年
度
末
に
お
け
る
本
学
園
の
財
政
状
態
は
、健
全
な
状
態
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、よ
り
詳
し
い「
財
務
の
概
要
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

（
本
文
中
の
金
額
に
つ
い
て
は
、１
万
円
未
満
を
調
整
し
て
い
ま
す
。）

大学からの財務報告

２
０
１
9
年
度
保
護
者
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
会
定
期
総
会

日　

時：2
0
1
9
年
6
月
2
日（
日
）11
時
00
分
～
11
時
35
分

●
大
学
代
表
者
挨
拶　

　

学
校
法
人
関
西
文
理
総
合
学
園
理
事
長　

若
林 

浩
文

●
2
0
1
8
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
船
見 

和
秀
保
護
者
会
会
長
挨
拶

●
定
期
総
会
議
事

●
2
0
1
9
年
度
保
護
者
会
役
員
紹
介

●
奥
村 

治
樹
新
保
護
者
会
会
長
挨
拶

　

定
期
総
会
で
は
、
2
0
1
8
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
2
0
1
9
年
度
の
事
業
・

予
算
計
画
、
2
0
1
9
年
度
役
員
選
任
の

各
議
案
が
、提
案
ど
お
り
の
内
容
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、定
期
総
会
の
議
事
録
は

8
月
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
郵
便
で
お
送

り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
長

　奥村 

治
樹

   

2
0
1
9
年
度

   

保
護
者
会
の
主
な
事
業
計
画

会　

長　
　

奥
村　

治
樹

副
会
長　
　

野
村　
　

亨

幹　

事　
　

竹
中　

美
和

幹　

事　
　

川
端　

厚
子

幹　

事　
　

瀧　
　

修
治

幹　

事　
　

東　
　

秀
一

幹　

事　
　

久
保
田
賢
一

幹　

事　
　

宗
像　

真
規

監　

査　
　

内
田　

弓
子

２
０
１
9
年
度
保
護
者
会　

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

2019 年度の新役員のみなさん

２
０
１
9
年
度
保
護
者
会
会
長
ご
あ
い
さ
つ

「事業活動収支計算書」は、事業年度における事業活動収入と
事業活動支出を対比させ、経営収支バランスを明らかにします。

「貸借対照表」は、決算時における学園の財政状態を明らかにします。
財政状態は、資産、負債、純資産の３要素で明らかにします。

（表 1） 事業活動収支計算書 貸　借　対　照　表
2019年3月31日（単位：千円） （単位：千円）

（表 2）

（表の金額については、１千円未満を調整しています）

「
学
校
法
人 

関
西
文
理
総
合
学
園
」の
財
政
状
態
に
つ
い
て

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
保
護
者
会
第
８
期
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
奥
村
治

樹
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
の
保
護
者
会
総
会
に
お
い
て
は
、
公
私
ご
多

忙
の
中
遠
方
に
も
関
わ
ら
ず
多
数
ご
参
加
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
業
の
傍
ら
縁
あ
っ
て
他
大
学
で
は
あ
り
ま
す
が
教
鞭
を

取
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
保
護
者
と
し
て
の
視
点
は
も
ち
ろ
ん
、
大

学
側
の
視
点
も
含
め
て
活
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
会
活
動
の
よ
り
一
層

の
拡
大
、
発
展
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
会
は
設
立
10
年
に
満
た
ず
成
長
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大

学
と
の
連
携
を
密
に
し
て
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
と
し
て
大
学
の
発

展
と
学
生
達
の
成
長
活
躍
に
寄
与
す
る
努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
今

後
も
皆
様
の
知
恵
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
学
生
活
動
の
発
展
を
促

進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
ま
だ
若
い
大
学
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
と
の

連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
視
点
か
ら
も
論
文
数
や
科
研
費
獲

得
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
結
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
連
携
、
グ
ロ
ー

バ
ル
バ
リ
ュ
ー
創
出
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
保
護
者
会
と
し
て
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

保
護
者
会
で
は
、学
生
自
主
活
動
団
体
へ
の

助
成
、
命
洸
祭
実
行
委
員
会
へ
の
助
成
、
就
職

活
動
へ
の
支
援
、
次
の
資
格
試
験
等
へ
の
合
格

者
に
対
す
る
受
験
料
助
成
事
業
等
を
実
施
し

ま
す（
受
験
料
の
50
％
を
助
成
）。保
護
者
会
実

施
事
業
の
詳
細
、ま
た
資
格
取
得
助
成
事
業
の

申
請
方
法
等
は
、お
送
り
し
て
い
ま
す
定
期
総

会
の
議
事
録
に
も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、学
生
生
活
環
境
整
備
助
成
積
立
金
の

一
部
を
執
行
し
て
、
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子

の
増
設
、
体

育
館
前
に

ウ
ォ
ー
タ
ー

ク
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る
事

業
を
実
施
し

ま
す
。

●
バ
イ
オ
技
術
者
認
定
試
験
、
遺
伝
子
分
析
科

学
認
定
士
試
験
、
危
険
物
取
扱
者
試
験
、
毒

物
劇
物
取
扱
者
試
験
、
放
射
線
取
扱
主
任
者

試
験
、
環
境
計
量
士
国
家
試
験
、
実
験
動
物

技
術
者
資
格
認
定
試
験
、
ペ
ッ
ト
栄
養
管
理
士

認
定
試
験
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験
、
Ｉ
Ｔ

パ
ス
ポ
ー
ト
、
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

技
術
者
認
定
試
験
、
統
計
検
定
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

テ
ス
ト
︵
学
部
生
５
０
０
点
以
上
、
大
学
院
生

６
０
０
点
以
上
︶、
日
本
語
能
力
試
験
︵
外
国

人
留
学
生
対
象
︶、
臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験
、

Fusion360

ユ
ー
ザ
ー
試
験

事業活動支出の部 事業活動収入の部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
人件費 1,115,324 学生生徒等納付金 1,691,955 
（退職給与引当金繰入額） (44,785) 手数料 32,059 
教育研究経費 852,800 寄付金 9,770 
（減価償却額） (265,741) 経常費等補助金 338,241 
管理経費 218,855 付随事業収入 57,782 
（減価償却額） (12,840) 雑収入 60,672 
資産処分差額 3,296 受取利息・配当金 11,393 
事業活動支出合計 2,190,274 その他の特別収入 12,760 
基本金組入前当年度収支差額 24,359 事業活動収入合計 2,214,632 
基本金組入額合計 △ 198,581
当年度収支差額 △ 174,222
前年度繰越収支差額 542,572
翌年度繰越収支差額 368,351

資　産　の　部 負 債 お よ び 純 資 産 の 部

科　　目 金　額 科　　目 金　額
土　地 2,093,529 退職給与引当金 262,320 
建　物 2,749,519 長期借入金 0
構築物 31,689 固定負債計 262,320 
機器備品 357,445 未払金 84,491 
図　書 172,887 前受金 596,834 
車　両 1,117 預り金 45,552 
施設設備整備特定資産 1,490,000 短期借入金 0
減価償却引当特定資産 3,000,000 流動負債計 726,877 
退職給与引当特定資産 262,320 負債の部合計 989,197 
その他の固定資産 24,627 第１号基本金 9,760,324 
固定資産計 10,183,134 第 4号基本金 162,000 
現金預金 1,066,639 基本金計 9,922,324 
未収入金 17,383 翌年度繰越収支差額 368,351 
その他の流動資産 12,715 繰越収支差額計 368,351 
流動資産計 1,096,737 純資産の部合計 10,290,674 

合　計 11,279,871 合　計 11,279,871 

2018年4月1日から2019年3月31日まで
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教員リレーエッセー
永井 信夫先生
（アニマルバイオサイエンス学科）

が家には小さな花壇がある。その花壇に

は毎年野菜が植わっている。「なぜ花壇

に野菜？」と思われるかもしれないが、もちろ

ん食べるためである。今年はプチトマト、シシ

トウ、オクラ、シソが豊作である（写真１）。

プチトマトは 5 月に 15㎝くらいの苗を購入し

て植えたのであるが、現在は高さ 1.5m、幅 1.5

ｍ、奥行き 1.5 ｍと爆発的に繁茂中である（写

真２）。お陰で 6 月下旬からは毎日のように新

鮮なプチトマトが朝食の食卓に並ぶ。シシトウ

も今年は豊作である。気が付くときゅうりと見

間違う位大きくなっている。これをぶつ切りに

して、ごま油と塩をしてオーブントースターで

焼くと美味である。オクラは尖った方が上を向

いて実をつける（写真３）。てっきり尖った方

は下を向いているものと思い込んでいたので、

実物を見たときはちょっと驚きであった。植物

を含め、生き物はいつも新しい驚きを与えてく

れるのである。ちなみにオクラはさっと茹でて、

鰹節と醤油をかけると美味である。シソは最初

の年に苗を買ったら、その後は毎年勝手に生え

てくる。たくさん生えすぎるので９割位は引き

抜くのだ。たいした生命力である。シソは若葉

をてんぷらにしても良し、刻んで冷ややっこに

乗せても良しである。

て、こうして書くと私が「グリーンサム」

と思われるであろうが、実は以前は自他

ともに認める「ブラックサム」であった。「サム」

とは親指のことで、グリーンサムは「緑の親指」

＝植物を育てるのがうまい人、ブラックサム

は「黒い親指」＝下手な人を指す。思い返すと

小学校でのひまわりの栽培では私の班の鉢だけ

全滅したし、大学時代に面倒を見ていたかわい

いサボテンはいつの間にか干からびていた。さ

すがに植物に申し訳ない気がして、大学を卒業

後は植物の栽培はやめにしていたのだ。それか

ら 30 年、現在住んでいる家に引っ越したのを

契機に花壇に食べられるものを植えたくなり、

やってみたらうまく行ったのである。

が変わったのだろうか。食べられるもの

を植えたのが良かったのだろうか。いや

いや、プチトマトのとなりのクリスマスローズ

（白い花が美しい）も着々と繁殖領域を拡大し

ているのを見ると、食べられるのか否かは関係

なさそうである。（庭に茂っているのは食べら

れる植物だけではないのだ！）ひょっとすると、

大地に根を張っているのが良いのだろうか。思

えば、枯れていった植物は皆鉢植えであった。

きっと、大地に根を張った植物達は、私の「ブ

ラックサム」の怨念を被ることなく、たくまし

く生きていけるのであろう。学生諸君も「地に

足がついている」人生を歩んでもらいたいと思

う所以である。

グリーンサムとブラックサム

写真１ 写真２ 写真３

我

さ

何

長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
座
を

７
月
に
２
校
で
実
施

　

本
学
教
員
が
高
校
に
出
向
い
て
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
高
校
生
に
講
義
を
行
う
、

「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
も
既
に
5
校
を
超
え
る
高
校
か
ら
申
し
込
み
を
受
け
て
い
ま

す
。
7
月
に
は
神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校
と
福
井
県
立
美
方
高

校
で
講
義
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

科
学
技
術
高
校
で
実
施
し
た
講
座
は
、
西
郷
甲
矢
人
准
教
授

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
が
「
体
重
と
寿
命

の
数
理
（
べ
き
乗
則
の
謎
と
そ
の
解
明
に
向
け
て
）」
を
テ
ー
マ

に
、3
年
生
の
生
徒
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
義
で
は
、

生
物
の
体
重
差
や
代
謝
効
率
の
話
か
ら
始
ま
り
、
生
物
間
の
代

謝
効
率
に
つ
い
て
数
理
的
な
解
を
導
い
て
い
く
と
「
べ
き
乗
則
」

が
成
立
す
る
こ
と
、ま
た
、寿
命
や
心
拍
数
と
も
関
係
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

美
方
高
校
で
は
、
亀
村
和
生
准
教
授（
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
）
が
「
あ
な
た
の
性
格
は
血
液
型
で
決
ま
っ
て
い

る
の
？
」を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
美
方
高
校
は
3
校

の
中
学
校
と
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
講

座
は
そ
の
一
環
と
し
て
中
学
3
年
生
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
義

で
は
、細
胞
の
復
習
か
ら
始
ま
り
、
A
B
O
式
血
液
型
に
つ
い
て

専
門
的
な
内
容
を
解
説
し
ま
し
た
。
中
に
は
既
に
授
業
で
習
っ

て
い
た
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、「
血
液
型
に
つ
い
て
よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
」「
血
液
型
が
糖
鎖
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
知
っ
て

驚
い
た
」な
ど
の
感
想
を
寄
せ
ら
れ
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

滋
賀
県
教
育
委
員
会
主
催
の

大
学
連
続
講
座
を
開
催

　

滋
賀
県
教
育
委
員
会
は
県
立
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
滋
賀

県
内
の
各
大
学
の
協
力
で
、
大
学
の
教
育
や
研
究
を
体
験
す
る

大
学
連
続
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
毎
年
、
高
校

生
に
生
命
科
学
と
生
命
情
報
科
学
の
魅
力
を
伝
え
る
「
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
座
」「
高
大
連
携
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
7
月
20
日
に
、
新
た
に
開
設
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
魅
力
を
伝
え
る
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
水
上
民
夫
教
授（
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
）に
よ
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
講
座
、「
が
ん
治
療
薬

開
発
の
最
先
端
」
を
行
い
ま
し
た
。
が
ん
の
原
因
や
治
療
薬
が

ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
い
く
の
か
、
最
新
の
分
子
標
的
薬
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
高
大
連
携
講
座
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
遺
伝
子
検
査
の
た
め
の
情
報
検
索
入
門
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
身
近
と
な
る
ゲ
ノ
ム
医
療
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か

を
、
米
国
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
が
受
け
た
遺
伝
子
検
査
を
例
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
遺
伝
子
の
配
列
か
ら
将
来
か
か
り

や
す
い
病
気
を
ど
の
よ
う
に
調
べ
る
の
か
を
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
講
座
と
も
、本
学
の
教
育
・
研
究
を
高
校
生
に
理
解
し
て
も

ら
う
上
で
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
が
中
心
に
な
っ
て
実
施
し
た

「
夏
休
み
！
親
子
科
学
教
室
」

　

今
年
で
11
年
目
と
な
る「
夏
休
み
！
親
子
科
学
教
室
」は
、
8

月
11
日
と
12
日
の
２
日
間
で
１
４
９
人
の
小
学
生
と
保
護
者
の

み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
開
催
し
た
講
座
は
、「
植
物
の
色
を
見
て
み
よ
う
！
」
と

「
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
！
」
の
2
テ
ー
マ
で

す
。
植
物
の
色
を
観
察
す
る
実
験
で
は
、
葛
の
葉
を
す
り
潰
し

て
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
を
抽
出
し
た
緑
色
の
液
体
に
、光
を
当
て
る
と

照
射
部
分
が
赤
く
光
り
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
色
が
変
わ
っ

た
！
」「
花
び
ら
で
も
調
べ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
が
り
、

そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
実
験
を
指
導
し
た
学
生
が
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
を
作
る
工
作
実
験
で
は
、
実
際
の
映

像
を
見
な
が
ら
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
の
仕
組
み
に
つ
い
て
勉

強
し
た
後
、リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
模
し
た
メ
ラ
ミ
ン
ス
ポ
ン

ジ
を
参
加
者
が
各
自
色
づ
け
し
、
作
成
し
た
レ
ー
ル
に
乗
せ
て

実
際
に
走
ら
せ
て
み
ま
し
た
。
参
加
者
は
、タ
イ
ヤ
が
な
い
の
に

真
っ
直
ぐ
進
む
現
象
を
見
て
、目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
学
生
の
発
想
や
進
行

が
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
お
り
、両
テ
ー
マ
と
も
大
い

に
満
足
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
ど
な
た
に

も
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
講
座
の
開
催
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

教
員
が
高
校
に
出
向
い
て
実
施
す
る
﹁
長
浜
バ
イ
オ
大
学
模
擬
講
義
﹂
と
滋
賀
県
教
育
委
員
会
主
催
﹁
大
学
連
続
講
座
﹂

の
二
つ
の
高
大
連
携
事
業
と
、小
学
生
の
親
子
を
対
象
に
し
た﹁
夏
休
み
親
子
科
学
教
室
﹂の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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